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登別温泉地獄谷



はじめに

一一地質圃幅の活用のために一一

地下資源の開発は是非行わねば・ならな ν 、，地質調査は早急に進めわばならな u、。と

いう言葉をず、いぶん耳にするカりそう」、って ν 、る人の口から，地質図 Ilc" んな役に立

ワものなのかとか，地質悶幅とは rんなものなのか， とかきかれる。筆者らは，この

とうな場面にしは・ L ぱ出逢ワて ν 、るので，説明書の記載 iこ先だワて，少しく説明を L

てみた U 、。

わが国では，地学はなが」、間博物科にλ、くめられて，岩石や鉱物が，化石や地!脅の

状態カりあるいは地球のでさかたが， ーワの断片的な知識止して機械的につめこ玄れ

てきた。このように，私達(土地球土ともに生さておりながら，地球のうえに起ワてい

るいろ ν 、ろなできご左が，お互に rのように関連 L;}， "、， 正ーのように生長 L，そして

どのよりな形で人生と関係をもワて ν 、るのだろう ， t]:c" と」、うようなことは，考えで

もみられなかヲたのであるから，前にのべたような，同がでてくるのも，もつ主もな

ことであろう。

くる年もくる年も，繰返し繰返 L，風水害はお左ずれ，地とりは貴"\，，、けにえをのん

でいる。 l主!土は荒れるにまかせて，ただきし、ぜ支ぃ日本 (Z ，いよし、よびあがって u 、く

のである口だが，東洋的諦観を身にワけたわが同では，原因を究明してそれに打ちか

っ道を積極的には考えず，天 1廷として絶対視 L されている D

地質図が利用される最も大きな方向が，し、ろ」、ろな有用鉱物資源を探査開発する道

しるべになることに歩〉るのは，論をまたな ν 、。 L かしそれにもまして， "、京・ワの大

きな方向は， ピづに，このような天 i廷に打ちかっための施策を進めて ν 、くために，地

味ではあるが，もっとも重要な資料を提供することで・あろう。

電源開発と iおいまはやりの言葉である。北海道でも方々で，発電所の建設が進め

られ 3 すでにできあがったものもあるが，その 1 つに，北海道営の鷹泊発電所がある。

この発電所の堰堤の基盤出蛇紋岩であるが，蛇紋岩主いえば，ぃ主玄では，土木工

事の鬼門で堰堤には絶対さげなければならぬもの主されてきた。だが，洪水調整を行

~、， しかもその下流に控える広い未開発泥炭地を，豊かな水田地帯にするためには，

どう L ていこの地方に堰堤を浩って，雨龍川の水を調整する必要があった。その際，

筆者の l 人斎藤は，グローム鉄鉱とか，温石綿とか，蛇紋岩に関係のある鉱床の研究

を行っていたので，意見を求められた。斎藤 lむその頃までに，地とりをしたり山筒

行在したり，ある u、は漏水がはげし ν 、 11: c" ，土木工事の鬼門とされて v、る蛇紋岩の状

態は，首 i理系とし、って，蛇紋岩がは rめにもワて u 、た構造の失われたもので・ある D そ

して，この上うな蛇紋岩は，蛇紋岩のはじの部分とか，小さな蛇紋岩とかで，地質学

的 Iご特ちょうをもワて u 、るこ主を明らかに L て v 、た。それで，すでに北海道大学で発



表 L て」、た地質図から判断して，工事の可能なことを推測し，計画はどん rん具体化し

ていった。←ーその後の詳細な調査で，そのこ主の正しかったこ主が実証された一一

日高の静内地方の山地に，営林局で閉ざくしたトラック山道があるが，この道路1f ，

融雪期ゃ豪雨のたびに， 11 げしくとって，毎年なおさ恥ばならぬ状態である。さ u 、の

河原正いうところであろろ。 rがこれも，地質調査をよく行って，地層の走る方向と

傾斜の角度とを調べて路線を選定すれば，充分ふせくやーとができたのに，それを無視

Ltとために， このような結果にな切ったのである ο

また室蘭市でp 市役所を建てるために裏山の幸子商を切取ツた際に，山がずるずると

こってきたことがある口よれ(よ，この地併に発注して v 、る i析府主:無視 L て切取りたた

め i、寸断屑面 j廿面左 L て，その上盤fftlJの地用がとっ 7このである。も t ，このようち7

地とりがp 急に[カ、も大規模に起ッ 7こち:らぱ， ど、うであろ・) 0 現在)j 々で，貰」・人命

をうばり川、る:lillとに思いをはせた ν 、。

えぞ富士といわれて」、る有名羊蹄山をとりかこむ地;iJ}LJ:，標高 200 III から 300 III

(l)平坦な広 u 、高地が発達 L ていて，農耕地となワている G そして，所によツて Ii:.飲料

水がなくて p 入植のうえにひじように大きな問題とな οて uι 。この地借に犬、 n て，

本年 (1953 年〉から「倶知安」および「留 I.)' 都」の両閃幅をりくるために地質調査を

行ツてし、る。その結果 p この地方 Jこ i .t，留巧者 GJ荷といづて滞*屑となる地層が発達し

ており，この地屑が分布しているとミろでは， 高地でい少し問地 l こ l土」、れば飲料水

にことかかな u 、ことが明ら泊、にされた。したがってこの地帯で，無 7k 地2貯として深部

の滞 7k 屑を探す必要があるの iん羊蹄山の新 Lv 、[I n出物でおおわれた地域で応るミと

がわかるので'j';;る。

そして最後に p 地質図が積頗的 Jζ 利用された例をゐげてみよう o J1目指図鵡川の上流

をしめる山深い山村は，スクールパスや公民館で知られて ν 、る D そして村長 11 ，筆者

の l 人斎藤から，北海道工業試験場で昔調査した“ 10 万分の l 地質凶|脂登JIll!を手に

u 、れて，ワぎのような意味のことを語ワた口地質図はずいぶん参考になります。満足

な道路の少いこの村では，地質図をよく調べている左，ど、の地帯は砂利をうんと ν 、れ

ねばならな u、，この地帯には砂利はな ν、からどこからもってきたらよ ν 、か，主いうよ

うなことが，あらかじめわかるので，計画的にすすめてゆくことができる。……

」‘玄支でに例をあげてのべたこ主は，ほんの一例にしかすぎないが，少しでも地質

と U ‘うものを理解され，地質図が有効に利用されるうえに参考 Jこなれば幸である。



日次

はし均三き……....

第 1 章位置争よび交通.......................................................................… 4

第 2章気 候...・H ・-….....・H ・.......・ H ・-…...・ H・....・ H・-… H ・ H ・...・ H ・...・H・-………ラ

第 3 章地 形.....................................................................................ラ

第 4 章 地 質 概 説・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

第 5 章先白票紀層(大曲沢層)….....・H・-…-…...・ H・..…H ・H ・...・ H ・...・ H ・-…H ・H ・-… 9

A 大曲沢粘板岩層 COd…...・H ・...…H ・ H ・......・ H ・....・ H ・......・ H ・......・ H ・.....・ H ・・・・ 9

B 大峠の沢粧糠凝灰岩層 [°2)···· ・H ・-…...・ H ・...・ H ・....・ H ・...・ H ・ H ・ H ・....・ H ・....・ H ・ 10

第 6 章 新第三紀層・・H ・H ・....・ H ・....・ H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10

I [，幌 別 層 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10

A 下部層・...・H・-…

al ワシベツライバ緑色凝灰岩層[rI d…・ H ・H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・ ··12

al' 下部緑色凝灰角喋岩層…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ ..12

a1" 閃緑岩 [Do) …'"・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.，…...・ M ・ ..12

31'" 上部続色凝灰角礎岩層…-…………………...・ H・..………..，・ H・..………・・ 13

a2 プロピライト〈披鴇質安山岩) [rI 2 J ・ H ・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・....・ H ・ ·..14

B 上 部 層……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14

bl カマウンベツ砂岩・頁岩・凝灰岩層 (Ra )..· ・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・-・ 15

hI'石英粗面岩熔岩‘ [Rd ・ H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..… 1 ラ

b2 輝石安山岩熔岩〈プロピライト ) [rI5 J …'"・ H ・.....・ H ・..……...・ H ・.....・ H ・ ..16

h 石英粗面岩岩脈 [LpJ 。ァ。ロピライト岩脈 [PyJ ….....・ H・....・ H ・-…...・ H ・ ..17

E 室 蘭 屑 ・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18

A 鷲別凝灰岩層 (M!) ・ H ・ H ・..…'"・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…… 19

a1 砂 岩 層・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19

32 凝灰岩層・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20

B 本輸丙砂岩・頁岩互層 [Mρ・・H ・ H ・-…...・ H ・....・ H ・......・ H ・ H ・ H ・-…....・ H ・...・H ・ ·20



b1 集塊岩層・…....・ H ・....・H ・....・ H ・....・ H ・...・ H ・.....・ H ・...・ H ・...・ H ・.........・ H ・-…21

b1' 安 山 岩脈 (1\13 子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21

h 砂岩・頁岩層・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22

第 7 章第四紀層….....・H・...・ H ・.....・ H ・....・ H ・-…・・ H ・ H ・...・ H ・...・ H ・..…...・H ・.....・H ・ ·23

I 来馬山熔岩 (RI) ・ポントコ山熔岩 (Pl)・橘池熔岩 (Tl)・・H ・ H ・-……24

E 鷲別砂傑層 (¥Vs) ・・・・・・ H ・ H ・....・ H ・....・ H ・-…....・ H ・...・ H ・-・・ H ・ H ・...・ H ・ H ・ H・..… 26

E 室蘭岳火山噴出物 ….....・ H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・必

A 室蘭岳集塊岩層(:;\IV1J ...・ H ・ H ・H ・...・・ H・ H ・...・ H ・・・ H ・ H ・...・ H ・-…....・H ・....・ H ・-・・28

B 462m 山熔岩(l\Iv2 J ・鷲別岳熔岩[l\fv3 J ・室蘭岳熔岩(Mv.d …....・ H・-…・・ 31

IV 倶多楽火山噴出物 ……・...・ H ・-…....・ H ・....・ H ・....・ H ・....・ H ・....・ H ・-…...・ H・-・・・ 32

A ランボーゲ\浮石層 [KtJ ...・ H ・........・ H ・...・ H・-… H ・ H ・.......・ H ・...・ H・..............・ 33

B 登別泥熔岩 (K2 J ……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3ラ

C ポンアヨロ浮石層 [KsJ ...・ H ・.....・ H ・..・・・・・ H ・H ・.....・ H ・......・ H ・........・ H ・....・H ・ ·37

D 虎枝、浜火山岩屑堆積物(K.tJ ...・ H ・-・…・・・ H ・ H ・.....・ H ・....…....・ H ・ H ・ H・.....・ H ・-・・ 38

V 笠 別 居 (NO) ・...・M ・....・ H ・....・ H ・-…・・ H ・ H ・...・ H ・-…H ・ H ・...・ H ・....・ H ・..・・・・ 39

H 段丘堆積物告よび、岩屑堆積物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・刊

A 高{II:段丘堆積物 [T1J・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40

B 岩屑堆積物 (DtJ …....・ H ・-…....・ H・-…・…...・ H・-……H ・ H ・....・ H ・........・ H・-…・41

C 中位段丘堆積物 (T:!J ・・ H ・H ・...・ H ・ H・.......・H ・....・ H ・....・ H ・....・H ・........・H ・..・・… 41

D 低{立段丘堆積物 eT3J・・H ・ H ・・・ H ・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42

E 河成段丘堆積物 [TrJ ….....・ H・-…・…....・ H ・....・ H ・-…....・ H ・-…-…....・H ・....・ H ・ 43

VB?中 積 層 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・心

第 8 章 地 史・・H ・ H・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 44

第 9 章 応 用 地 質・…....・ H ・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・46

I 銅鉱~よび、金鉱….....・H ・....・ H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ザ

A 幌別鉱山岩ケ崎坑および旭坑...・H ・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・48

B 蔭之沢鉱ゴ~....・H・...............................................................................ラO

E 漂砂鉄 (磁鉄鉱ト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



C 松田鉱業宮岸鉱日l ・ h ・.....・H ・ H ・ H ・...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・.....・ H・-男

D 佐藤組幌別鉱日I ・ M ・.......・ H ・...・ H ・ H ・ H ・..…...・H ・..…...・ H ・...・ H ・....・ H ・.....・H ・..…ララ

盟 石 材 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・%

A 登別駅前附近のもの・H ・H ・.....・ H ・..…...・H ・.....・H ・.....・ H ・.，…...・H ・..…...・H ・..…タ8

B 裏山附近のもの…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・.....・ H ・.....・H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…・・・ 58

o 1説法華附近のもの...・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・H ・.....・ H ・........・ H ・.....・ H ・.....・H ・..…ラ8

D 中登別附近のもの…...・H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・...・ H・..…...・ H ・ ·58

E そのほかの5也市のもの・H ・H ・.....・ H ・ H ・ H ・..…………...・H ・..….，.・H ・..…...・H・..…59

IV 硫黄むよぴ硫化鉄鉱 …-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 59

A 地獄谷およが大湯沼の硫黄鉱床…...・H ・....・ H ・.....・ H ・......・ H ・....・ H ・..…...・ H ・-・・ 59

B 幌別川上流(幌別。有珠部境附近〕の硫黄鉱床・…....・H・-…....・ H ・-…....・ H ・..・ 60

o 11=1登別の硫黄およひ硫化鉄鉱...・H ・..・・・ H ・ H ・..…...・ H ・-…....・ H ・...・ H ・....・ H ・-…・・ 61

V 椅 鉄 鉱 ・…....・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・・・・・・・・・・・・・・・・…・・61

H 温 泉 ・H ・ H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 62

A 登別 温泉....・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・62

a J:由 獄 谷・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63

b 大 湯 沼....・ H ・....・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 64

c 倶多楽湖….....・H ・-…....・ H ・....・ H ・...・ H ・......・H ・...・ H・.........・ H ・....・ H・...・ H ・64

B JI] 股鉱泉.......................................................................................の

あとがき・H ・H ・..・ H ・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..…….....・ H ・...・ H ・ H ・ H ・....・ H・-…H ・ H ・....・ H ・...・ H ・-・ 66

地形に関連して・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 68

幌別層に関連して・H ・H ・ H ・ H ・..…...・H ・.....・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・ H ・-・・・・ 69

鷲別砂繰層に関連して・H ・H ・ H ・ H ・..…...・H ・.....・ H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・-・69

室蘭岳火山噴出物に関連して."・H ・..…...・H ・H ・ H ・...........・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ ....·70

登別泥熔岩に民連して…...・H ・.....・ H ・..………… H ・ H ・-…....・ H ・-…H ・ H ・...・ H・-… 72

参 考 文 献 …-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・石

Resume(inEnglish)

図版



主万分の占地質図聖護別温泉札幌ー第引

北海道地下資源調査所

北海道技師 斎藤昌之

同 小山内照

同 酒匂純俊

はしがき

この図幅と説明書とは，昭和 26 年から 28 年にわたって，のぺ約 75 日で行

。た野外調査の結果を整理したものであるO

野外調査にあたっては地域を分担し，幌別)I I から東の地区を主に斎藤が，

西の地区を酒匂の協力をえて主に小山内が担当した。この分担のもとに，昭

和 26 年 5 月から 6 月にかけて，斎藤・小山内・酒匂の 3 名が，それぞれ約 15

日間で概略を調査し，それをもとにして， 27 年 5 月に小山内がお日， 28 年

5 月に斎藤が 10 日，小山内が 5 日の補足調査を行い，取あえや報告すること

にしたものであるO

この地域は，西南北海道θ東縁部にあたり，いわゆる郊須火山帯の北部に
F ポワ吋ヴ フ

相当する後志火山郡の一部にふくまれるO 登別温泉・倶多楽火山・倶多楽湖・

室蘭岳火山たどの，温泉・火山・カルデラ湖などが，荒ぼくとして開けた段

丘地形とあいまって美しし支坊洞爺国立公園内に包含されているO また学

術的には，温泉や火山について貴重な資料を提供して治り，古くから多くの



*調査研究が発表されているO あるいは金属鉱床地帯としても，幌別川上流の

一帯は，明治の才くから大正の初にかけて金・銀・銅などが盛んに採掘された

記録が残されていて，有名な所で、あった。

しかし，との地域の全般にわたる地質調査は，未発支0ままになった故深
ヨド*水

谷龍太の調査のほかはみあたらすら地質と地下資源の実態とは，一般には明

らかにされて拾ら危い。

この図幅の作成にあたっては，特に北海道大学助教授湊正推氏から第四系

の層序の樹立(とくに段丘土佐積物)について指導をたまわったことを明記し，

厚く感耕の意をあらわす。また，北海道大学大学院特別j研究生魚住悟氏には

化石の鑑定をむ願いし，同教授石川俊夫・同助手勝井義明の両氏からは奇別泥

本 石川貞治: 廷別温泉及び間敬泉，地学雑誌、1. (1 889，明治 22 年) PP4ラO~4巧

石川成章: 北海道登別温泉に就 ν 、て，地質学雑誌 9. (1902 ，明治労年) PP369
~372

納富重雄: 登別温泉，地学雑誌、 29. く 1917 ，大正 6 年) pp564~56ラ

大井上義近: 北海道登別温泉大湯沼産硫黄に就)、で?地質宇雑誌28. (1921，大正

10 年) PP473~479

田中館秀三ミ: 北海道登別温泉， :l'也学雑誌、 36. く 1924，大正 13 年) I'P660~667

田中館秀三: 北海道火山湖研究概報，北海道庁(1 92 弓大正 14 年) PP7 ラ~98

坪井忠二: 登別の間敬温泉，科学 2. く 1932 ，昭和 7 年) P318

田中館秀三: 日本のカルデラ，岩波講座く 1933 ，昭和 8 年) PI>22~23

奥野久輝・碇山 昇・太秦康光: 温泉の化学的研究〈第 i 報〉北海道登別温泉

〈そのー)，日本化学会誌ヲ 9. く 1938 ，昭和 13 年) PP853~8卯

奥野久輝; 同上(そのこ)，日本化学会誌 60. (1 939，昭和 14 年) PP68ラ~69J

福富忠男: 登別温泉問散泉の観測，北海道地質調査会報告 10. (1939，昭和 14 年〉

PP 1~6

鈴木 醇・石川俊夫。石橋正夫: 登別温泉及び倶多楽 l~8，北海道地質見学案内書

第 2 輯 (1943，昭和 18 年〉

渋谷五郎: 室蘭荷布附近の地質及・ぴ岩石，北海道大手理地誌修論 L手記) (1949,
昭和 24 年〉

佐藤文男。沢田義男: 胆振国芳別岳附近の火成活動につ、、てにそのー〉火山岩の

岩石学的研究，北海道地質要報 19. く 19ラ2，昭和 27 年) PP27~36

佐藤文男@沢田義男: 向上くその二〉地形及び地質，新生代の研究 13. (1 9見，昭

和 27 年) PP9~15

斎藤昌之・小山内 照: 西南北海道東部地域の地質第 1 報発別泥流にヲャて

の 2 ， 3 の悶題，北海道地質要報 20. (1 9ラ2，昭和 27 年) PP1~6

料 大日方順三: 胆振国幌別鉱山及び白老鉱山調査報文，鉱物調査報告 22. (1 915,
大正 4 年) PP37-66

ホキ* 深谷龍太: 10 万分の l 登別図幅，北海道工業試験場く 1939 ，昭和 14 年〉未刊
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;昨岩について，室蘭工業大学教授佐藤文男・同講師沢田義男の両氏からは室

蘭岳を中心とする地域の地質と火成活動について，それぞれ参考になる意見

をょせられた。さらに，隣接図幅「白老」を担当された北海道地下資源調査

所技師土居繁雄氏は，登別泥熔岩と支勿泥熔岩との層位学的関係について，

同杉本良也氏は蔭之沢鉱山について，それぞれ資料を提供された。説明書に

のせた図版は，笹谷雄二氏友らび、に北海道地下資源調査所大島美智子氏が担

当された。たな，この図幅を調査地として取上げるに際しては，工業技術院

地質調杢所北海道支所長根本忠寛・北海道地下資源調査所次長斎藤仁の両氏

からいろいろ沿骨折りをいただいた。これらの方々にむ礼の言葉を申上げ

る。

しかし，筆者らが忘れることができないのは，故深谷龍太氏であるO 野帳

や地質図友C'，氏が昭和 14 年に調査された際の遺稿は，思うままに利用さ

せていただいた。しかも，氏の調査された地域は，この「を別温泉J 図幅の
シラオイ* 卒事

ほか，すでに刊行された「白老」・「室蘭J 両図幅の地域にもわたっていて，

ともにひ益されることが少くなかった。これらのととを明らかにし，謹んで

氏。霊に深い謝意を捧げる。

深谷龍太氏 f:t，札幌第一中学校・北海道帝国大学予科をへて，昭和 14 年 3 月北海道

帝国大学理学部地質学鉱物学科乏卒業 L，北海道工業試験場地質調査部に奉職された。

その年，北海道工業試験場事業として， 10 万分の l 地質図幅「登別」作成のため，登

別温泉 J議語辞*** e 白老九室蘭紳.酋薮訟材〈それぞれ多方分の l 地形図〉などの

地域の地質調査に着手されたのである。だが内業の途中で応召され，敗戦を間近に控

えた昭和 20 年の春 iて戦死された。玄た，北海道工業試験場の地質調査部も敗戦後間も

なく，工業技術院地質調査所に併合されてし支った。

このような事情で，氏の遺稿もつ ν 、に刊行の機会に恵、まれずにおわったので・ある。

*土居繁雄: 夕方分の 1 地質図幅説明書「白老」 北海道地下資源調査所ぐ 1953，昭

和 28 年〉

料 小山内照・酒匂純俊: ヲ方分の l 地質図幅説明書「室蘭J 北海道地下資源調査

所 (1953，昭和 28 年〉

料* I徳舜f降J (工業技術院地質調査所太田良平氏担当〉・「西紋簡」く工業技術院地質調

査所村山正郎氏担当〉も，近く刊行される予定である。
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第 1章位置bよび交通

との図幅のしめる地域は，北緯 42°20'--42°30' ・東経 141 0ー'--141°18' の

範囲で，札幌市の南西約再 Okm に位置し，南は太平洋にあらわれている。

E札11.

H'

平

凡骨|

回開問

図師

困圏直虻田勝川村理

第 1 圃位置図

行政的には胆振支庁の管轄で，大半部は胆振国幌別郡幌日Ij町に属している

が，西部地区のごく一部は室蘭市に，東部地区の一部は白老郡白老村に編入

されている O 図幅地域内の主な村落は，幌別町役場の所在地である幌別市街

と登Jj lj温泉市街とで，ともに札幌市からは汽車で約 3 時間で到達する O 育別

温泉市街は，国鉄室蘭本線登別駅の北方約 7km にあり， 列車ごとにパスが

連絡している° (積雪が少いので年中無休である)また，幌別市街から蔭之

*このパス路線は，さらに，登別温泉の西北方約 6km (隣接図幅「徳舜瞥」内〉にある

カルルス温泉までのびている。 この聞は，積雪が多いため冬季聞く大体 1 月 -4 月〉

はパスが不通となり，馬構がかよう。なおこの道路は，近v、将来には，オロフレ山〈お

花畑が美 Lぃ〉・幌別硫黄鉱山・壮簡をへて洞爺湖にいたる支坊・洞爺国立公園横断

観光道路左して改修される主いう。

- 4 ー



*沢鉱山をへてl幌別鉱山岩ケ崎坑まで、は，鉱石運搬の専用軌道が通じているO

だが，この軌道は近く撤収されて，新たにトラック道路が閉さくされるとい

。
汽
ノ

第 2 主主気 候

この図幅地域は，南を太平洋にあらわれているので，夏季 (5 月から 8 月

にかけて)は，沿岸をあらう親潮の影響で海霧が発生し，これが，この地方

の土壌が火山灰で、痩せていることとあいまって，農耕に不適な条件をますま

す大きくしている。その反面， 冬季は積雪が少く比較的温暖で、， 北海道で

は気候条件のよい地域のーっとなっている° (室蘭測候所が測定した最-近 5

カ年間の平均積雪量は 19cm ていどで，月平均の最低気温は 2°C 以内であ

る〕

したがって，このような条件が，室蘭・苫小牧の両工業・港湾都市を近く

控えていることとあいまってむしろ幸し，この地域の工業立地性を高くして

いるO 昭和 2G 年に北海道ソーダ工業株式会社幌別工場が幌別町同志別に誘

置されたのも，その一例であろう。

第 3 辛 1由 形牢*

*キ本

北東部lて倶多楽火山，西縁iて室蘭岳火山があって，わやかにこの地域の地

形の単調さを破つてはいるが，北から南にかけて次第に低くたって海にせま

る高原台地が，荒ばくとして広く展開されている。

*大正初期には，大日方II買三の報告にあるとおり， 銅鉱山として鹿大に稼行された

が，現在では廃坑となっている。幌別鉱山が黄渓の硫黄鉱床:ヒ発見，稼行しはピめ

てからは，硫黄鉱石は索導でここまで送られ，ここで3 専用軌道に積みかえられて

幌別駅に出されている。

料第 1........第ラ図版(写真〉参照。

林*室蘭岳・鷲別岳・ 462 In山からなりたっている D

ーラー



との台地は，隆起性の海成段丘聞で、，海岸から山側に向って 3 段の面が発

達しているのが， 特ちょう的である。ほぽ， (1)50--100m ・ (2) 200m 前
ネ

後・ (3) :~00--350 m の三つの同が識別 j され，二土居繁雄・が，隣接図幅「白老」

**でのべているのとよく一致している O 一一ーとの状況は，登別温泉とカ Jレノレス

温泉の聞の山道から，西方来馬山の i突線を追ってポントコ山にいたる間をな

がめれば、，また， I祝日Ijからカノレノレスに行く途中の札内附近から西方鷲別岳

の!変線を追って宮岸海岸にいたる間をながめれば，とくに明瞭に観察され

***る。一一一

DILl

Duz _布市 ξ へで三人

柄対方押 F

D~ 蕗位段丘面 DUj 中位段丘面 Du2.低位段丘面

第 2 国 鷲別岳南麓のスカイライユ/

河川は，隆起作用が急激であったと考えられるこの隆起性台地一一隆起作

用が急激であったと思われる証左は，致別温泉の紅葉谷附近で，平な段丘面

上に深さ約 100 m に達する l峡谷が刻まれていることでもうかがわれる一一

を，深く解析して峡谷を形成し，いやれも北西から南東に向。て流れ(この

地域の構造線の方向とよく一弘している)，太平洋に注いで、いるが，利用価値

の大きなものはない。

第 4~草地質概説

地質系統は，模式住状図にしめすようなものである O

との図幅地域は，洪積世になって大成活動がはげしく行われたところで，

ネ かりに関東地方のそれに対比すれば， (3) 面は大域閣之助の Dl I: , (2) 面は DUl

に， (1) 面は Du;] にあたるものであろう。

料 土居繁雄: タ万分の l 地質図幅説明書「白老」 北海道地下資源調査所(19ラ3 ，

昭和 28 年〉

料* 第 i 図版〈写実〉五照。
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ほとんど全地域にわたって新しい火山噴出物(泥熔岩訟よび、砕屑岩〉が厚く

沿拾い，先白皇紀屑・新第三紀層などの分布は，

第 3 園

わ守、かに西半部の地域に限

られている O とくに先白豆紀屑は，北西隅に当る幌別川の上流河岸にだけ，

ごく小さな窓状の露出としてみと多くの場台，新第三氾!冒と断層で境して，
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新第三紀層は，不整合関係の上下 2 層(下から幌別層・室蘭層〉から怠っ

ているO 下部の幌別層は，火山砕屑岩を主体とする緑色凝灰岩層で，いわゆ

る訓縫統に対比されるO との地層には，かたりの厚さの砂岩・頁岩の互層を

はさんでいるが，この互層は，いわゆる八雲統のものと混同されるかもしれ

ないような顔つきをしているO 上部の室蘭層は，黒松内統に対比される地層

で，幌別層とは岩質も岩相も，ひじようにちがっているO 凝灰質の集塊岩・

砂岩・頁岩からなるが，上部になると凝灰質の砂岩と頁岩が優勢に友り，化

石をふくんできて，この時期の初期にかなりはげしかった火成活動は次第に

衰えて，ついに正常に近い堆積環境に移ったことを物語っているO

この時代の火成岩としては，プロピライトと閃緑岩とがあるO 前者は幌~rj

層の堆積期に熔岩流として溢流したものであり，後者は幌別層を岩脈として

貫いていて，この地域に怪胎する金属鉱床と関係がある，と考えられている

ものであるO

いままでむべたものを不整合にゐ沿って，第四紀層がのうているO 第四紀

の時代は，この図幅地域の地質構成からみて，きわめて特ちょうのある時期

で，供多楽火山や室蘭岳火山などの噴出物が広く厚く分布し，さらに遠く支

勿火山に由来する支勿浮石層も飛来するなど，火山活動がしれつをきわめる

と同時に，上昇運動も急速に進んで、広い隆起性台地が形成され，前にのべた

ように， 3 段の段丘両が美しく発達しているO 火山噴出物は，いやれも普通

輝石・紫蘇輝石安山岩質であるが，これらの噴出時期は，段丘面との関係か

らほぼ、決定するととができる。倶多楽火山噴出物層←一致別泥熔岩が特ちょ

う的であるーーは，この地域の高位段丘堆積物層に不整合に会3なわれ，大塚

粥之助の Dl 面，青木廉二郎・田山利三郎の T 面(多盛岡)形成以前の所産

、であることが明らかであるO このことは，今までに知られてきたわが国の泥

熔岩活動の時期について，一つの新しい資料をくわえたことになり，今後に

興味ある問題を提起したものと考えるO
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5m

す"-7ガリザη

tB 5 主主 先白空紀層(大曲沢層)

との地層は，幌別川支流の大曲沢上流附近(この図幅の北西隅〕を模式地

とし，西南北海道で，一般に古生層といわれているものに相当するO

河岸に沿ヲて，きわめて小さな窓状の露出として数個所にみられるが，多

くの場合，新第三紀層と断層で境しているO

一般に断層による変位がいちじるしく，走向・傾斜は不定であって，この

地層の構造を明らかにするととは困難で、あるO

岩相から，粘板岩を主体とする下部屑と，輝禄凝灰岩を主体とする上部層

とにわけられるO すなわち，

fB~ヤ主関空間空二..・·°2
lA 大曲沢粘板岩層…...・ H ・..… 01

である O
オーマ 1i? ザワ

A 大曲津粘板岩層 COl)

大曲沢に模式的に発達しているほか，熊の沢・大峠の沢・岩ケ崎坑附近の

幌別川河岸に露出し，粘板岩を主体として，砂岩の薄層をはさむ地層であるO

歴23jAntsm
医22 御j錠そぎ )f}締役ff··..1if'!脅かアライ/鳴苦/航者安}

極通遍仰ぎ仰の仔一--;t:f1I;/t-f (ズ仰向j

第 4 園 大曲訳層の露出(青島の沢中流〉
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粘板岩(土，黒色ないし駒灰色を呈 L，一般に層理が明瞭であるが y ことに熊の沢の露

出では，剥理性が強しやや千板岩質主なうている。

砂岩l 工， (，農緑色な ν 、 L 緑色をしめい粗粒~細粒のもので， 5 cm な、、 L ラo cm の厚さ

で粘板岩中に介在する。

熊の沢・大峠の沢では，粘板岩と砂岩の簿互層であるが，大白沢では，ほ

とんど黒色粘板岩からたっていて，かなり単調な堆積岩相をしめしているO

露出が断続的であるため，各露出でみられる地層間の層位関係は不明で、あ

るO また下限がわからないので明らかで、はないが，層厚は， 100111 をこえる

ことは確実であろう。
オート Fザ

B 大峠の漂輝緑議友岩層 (°2)

ζ の地層は，大峠の沢の中・上流に模式的に発達している0)母様凝灰岩を

主体とし，砂岩をはさむ地層で，下位の大白沢粘板岩層とは，断層で接して

いるが，.:t-そらく整合的に漸移するものと考えられるO

輝緑凝灰岩は，濃緑色ないし，緑色を呈 L ， -..般に細粒であるが? ときに;主粗粒にな

てつて，やヂ集塊岩にちか u 、タト観乏しめすものがある。

砂岩は，暗灰色。緑色な r 主呈 L，中粒な ν、し粗粒であるが，玄れに喋質主なってい

ることがあり，一般にかなり竪硬で， 1III前後の厚きで輝緑凝灰岩 4中に介在して ν 、る口

模式地では，閃緑岩につらぬかれて，変質をうけているほか，局部的に，

いちじるしく黄鉄鉱粒が鉱染している O また，しばしば石英脈・方解石脈で

うらぬかれている O この地層の厚さは，命者よそ 50m 以上である O

与36;ft; 主新第三紀層

この地域の新第三紀屑は，前にのべたように幌別層と室蘭屑とにわけられ

る。

I 幌別層

との地層は，幌別鉱山岩ケ崎坑を中心とする地域(幌日 fj 川上流地域)に発

達するもので，ワシベツライパ川流域と幌別川本流の上流域とに模式的危露

出がみられる O
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先白票紀層(大曲沢層〉とは，みとめられたかぎりでは，断層で按し，室

蘭層に不整合に止命われる。滝の沢北方の山稜を境にして，南と北では走向・

傾斜が，それぞれひじようにちがっていて，南側では，一般走向は N20ー-ｭ

30 0'V で傾斜は 20° ---40 0S'V であるが，北側では， N300---40 :E・ 400 --80
0
SE

であるO

この地層中には，東西方向と南北方向の断層が多数発達していて，地層はひ

じようにじよう乱しているが，前にのぺた走向・傾斜の変化は，この造構運

動がはげしく行われたことを物沼・るあらわれである° '岩質は，下部と上部と

ではかたり相違していて，下部は，火山砕屑、岩を主体とし，ザロピライト(波

璃質安山岩)を介在しているが，上部は，主に砂岩・頁岩・凝灰岩からなり，

石英粗1111岩を介在し，その上部は輝石安山岩熔岩で命者われているO

とのような岩質の相違から，さらにつぎのようにわけられるO た:to-厚さは，

あわせて 800m を越えるO

(b3 石英粗面岩岩脈・プロピライト岩脈

Ib:3 輝石安山岩熔岩
B 上部層(

Ibt'石英粗面岩熔岩
lbl カマウシベツ砂岩・頁岩・凝灰岩層〈厚さおよそ 300m)

A 下部層
3~ プロピライトく波璃質安山岩熔岩〉

at ヲシベツライパ緑色凝灰岩層

(aI'" 上部緑色獄灰角磯岩層く厚さ Zuぬよそ 2ヲOm)

IaI" 171 紋岩

~al' 下部緑色凝灰角諜岩層く厚さ 300m 記越える〉

A 下部層

大曲沢・熊の沢・カマウンベツ川たどの入口附近会よびワシベツライパ川

の中流部・蔭之沢鉱山たどに模式的に発達している O

この岩層は，緑色凝灰角磁岩・緑色凝灰岩・緑色凝灰集塊岩などを主要・な

構成員とし，ワシベツライパ様色疑灰岩層として，一括して地質図上に塗色

した地層と，閃禄岩 f:to-よび、波璃質安山岩の原岩構造をのとしているプロピラ

イトとからなっている O

ソシベツライパ緑色凝灰岩層 υ ， JtD 部的 iこ発達する傑岩層三境として?下部と上部に
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わげられるが，さらにこの間には，閃緑岩が貫入してきている。一一これらの関係は，

蔭之沢鉱山で観察できる o -ーまたプロピライトは，この下部層の最上部をしめて溢流

したものであろうと考えられる。

岩相の水平的友変化は，一般に，かなりはげしい。また，プロピライト化・

緑泥石化・珪化友ど，熱水溶液の法浸交代作用による影響をうけているとこ

ろが，ほうぽうにあわ幌別鉱山岩ケ崎坑・同旭坑・蔭之沢鉱山た c'，この

地域の金属鉱床は，いやれもこの岩層を母岩としているO

al ワシベツライバ緑色韓友岩層 (R l ] (中 lて閃禄岩 (Do うをふくむ)

この地層の構成員は，前にのべたと沿りであるが，つぎにそれらについて

説明をくわえる O

ワシベツライパ議色凝灰岩層中には，閃緑岩が貫入していることは，前にのべたが，

この閃緑岩は，下部緑色凝灰角磯岩層 (al りをつらぬき上部緑色凝灰角磯岩層 (al 仰〉に

おおわれているロだが，下部と上部の各緑色凝灰角磯岩層は，岩質が会〈類似している

ために，分帯することができなかった。したがって，地質図には一括して塗色 L，閃禄

岩だけを別箇にあらわした D

al' 下部緑色韓友角磁岩層

指頭大~奉大前後の輝石安山岩(多くは絹雲母化やプロピライト化してい

る〉むよび黒色粘板岩，まれに玄武岩をふくむ緑色凝灰角線岩くときには礁

が多く危うて，凝灰集塊岩となっている〉と，青禄色~濃緑色の凝灰岩とか

らなる O

がいして無層理の場合が多いが，まれには，厚さ 10em 前後の薄い黒色頁

岩をはさんで、層調ーを示している O 岩相の水平変化は，かなりはげしい。たと

えば，カマウンベツ川では，人頭大前後の輝石安山岩・黒色粘板岩などの角

際を多量にふくんで，凝灰質の集塊岩状を呈しているが，大曲沢・蔭之沢・

ワシベツライパ川をはじめそのほかの地域では，角礁は小さく，量も少くな

って，凝灰質角関 i岩あるいは凝灰岩となっている O

この地層は，下部の先白翠系大曲沢層とは断層で接しているので，下限を

みきわめるととはできないが，厚さは 300 ill をこえることは確実で、ある O

al" 閃緑岩 (DoJ

蔭之沢鉱山に露，出して鉱床の母岩になっているものと，大峠の沢中流部に
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露出しているものとがある。

いやれも岩脈で，蔭之沢鉱山のものは， (al') 下部緑色凝灰角磯岩層をつ

らぬいて， (al") 上部緑色凝灰角傑岩層に者3なわれているととが明らかにみ

とめられるO 大峠の沢のものは，前にのぺた C02) 大峠の沢輝緑凝灰岩層中

に主主入しているが，ほかとの関係、はあきらかでない。しかし，蔭之沢鉱山の

ものと同じようた岩質をしめし，また鉱化作用をうけているので，この二つ

は，ほほ、同時期に建入したものと考えて，一応一括してとりあつかった。

た者，顕微鏡下で観察すれば、，つぎのようであるO

蔭之沢鉱山のものをみると，ほとんどが鉱化作用をうけていて，新鮮なものを観察で

きない。

新長石は，曹長石化のほか緑泥石化と絹雲母化とがν、ちじるしく，双品はみとめられ

な ν、。斜長石と隷泥石とでミルメカイト構造をしめすものが多u 、が，これは，1£長石が

あワたためかもしれないが，確実なものはみられな U 、 D おそらく， 2 次的な変質のため

に生成されたものと思われる。

角閃石は，ほとんど緑泥石にかわワて仮像を呈して ν、るが，結晶内部の変質を玄ぬか

れた部分をみると，緑色角閃石であることがうかがわれる。

緑泥石 l土， ~原色鉱物からかわった淡緑色のものと，有色鉱物からかわった濃緑色のも

のとがある。後者は，繊維状を呈している。

石英は，ほかの鉱物の間をうめているが，量はlj? ぃ。

al
111 上部緑色濃友角離岩層

際岩・緑色凝灰角線岩・緑色~青緑色凝灰岩からなる O

際岩の傑は，閃禄岩・黒色粘板岩・プロピライト・緑色凝灰角操岩たどで，

指頭大~拳大前後の円燥ないし室円燥で、，基質は青緑色えにいし凝灰質砂岩で

ある。

緑色凝灰角牒岩は ， al とほぼ、同質のもので，大部分が絹雲母化や陶土化し

ているが，指頭大前後のものが多い。この様色凝灰角際岩は， al 下部のもの

と区別することが困難友ことが多いが，滝の沢下流に露出するものの中には，

後にのぺる閃禄岩と同質の角燥が入っていて，閃緑岩注入後の堆積物一

al 仰の岩相一一ーであることを物語っている O また，禄色凝灰岩の均質たもの

が珪化した場合は，ブロピライトと区別することが困難である O との地層の
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厚さは， ;j:;，J守よそ 250m であるO

a2 プロピライ卜く破璃質安山岩) CH2J

幌別鉱山発電所附近の幌日Ij川河岸に模式的危露出がみられるο そのほか，

滝の沢の下流部・カマウンベツの中・下流部などにも露出し，その分布は地

層の構造とほぼ一致した NN'V-SSE の方向性をもっているの層位的には

al'" の上部に溢流したものである。

模式地(幌別鉱山発電所附近〉で、は，かたり新鮮た改璃貨安山岩であるが，

誌の沢・カマウンベツ川では，いちじるしくプロピライト化しているO しか

し原岩は，模式地のものとまったく同じ攻璃質安山岩である。また一般に，

集塊岩状を呈することが多く，しばしば黒色粘桜岩・禄色凝灰岩なと、の小さ

た角礁をふくんでいるO

この岩石は，あとからのべる室蘭層の基底部に磯としてはいっているO し

たがって，あとでのぺるカマウンベツ砂岩・頁岩互層 (hI) との直接の関係

は，確認できなかったけれども，幌別層の堆積当時に溢流したものと考えて，

jなそらく間違いないであろう。

友む，顕微鏡下の観察についてのべれば，つぎのようである。

この熔岩は，破璃質普通輝石紫蘇輝石安山岩である c 新鮮で，主ったくプロピライト

イとしていな u 、ものもみられる D

一般 iこ斑晶は少く，石基は破璃質である。短冊状あるいは針状の科長右左わずかの輝

石とからなる破璃質の石基中 v: ， 少量の斜長石と紫蘇輝石主が斑晶として，玄ばらにみ

とめられる。斜長石 lI，長さ 1mm くらいの長柱状主 L ， An50 附近のやや酸性のもの

で・あり，紫蘇輝石は， O.5 mm 位の大きさで， Xy= 帯摘緑色， z=緑色の多色性をしめ

L て ν 、るロときに fJ:，融蝕された石英もみとめられる。

プロピライトイじしたものも，上にのべたような性質を多分にもつでいるが， 左くに，

緑泥石イ ti6 v 、ちじる Lv 、。

B 上部層

カマウンベツ川の中流から上流にかけて，模式的た露出がみられる O その

ほか，幌日 lj川上流の旭坑附近・ワシベツライパ川の入口附近・白川入口附近

などにもととろどころに露出している O

前にのぺた下部層とは漸移しているが，この関係、は，カマウンベツ川上流

--14~



でみとめられた。

上部層は，砂岩・頁岩・凝灰岩の互層を主体とし，石英粗面i岩買の火山!噴

出物をはさむカマウンベツ砂岩・頁岩・凝灰岩層と，この層の上高山こ発達す

る輝石安山岩:溶岩，沿よび、石英組出岩岩脈・プロピライト岩脈からなってい

る。

この地層の下部は，下部層ーーとくにワシベツライパ緑色凝灰岩層-ーに

くらべて，屑珂が明らかで=あるO また1主化作用をうけて，堅硬た岩石となっ

ていることが多い。ことに旭坑附近では，珪化作用がいちじるしく，黄鉄鉱

が鉱染していて，砂岩や頁岩とは思われないよう主主外観をしめしている。

h1 カマウンベツ砂岩島頁岩・韓友岩層 [Rs )

砂岩・頁岩を主体とし，凝灰岩をはさむ地層であるO

頁岩は，灰色または暗灰色で，かなり凝灰質であるO 一般に同理が不明瞭

で，剥理性が少いが，砂岩や凝灰岩と薄い互層をする部分のものは，暗灰色

の泥質頁岩で層却がはっきりしているO この頁岩からは，しばしば Sαgαlites

sp. カヨで、る。

砂岩は，灰色~淡緑青色の，粗粒から細粒にわたる凝灰質砂岩である。ま

れに . l実質物jの薄屑や植物破片をふくんでいるO

凝灰岩は，淡緑灰色・灰白色・淡褐色などをしていて，粗しようでぜい弱

なものから均質で、ち密なものまである。まれに，輝石安山岩・黒色粘板岩・

石英組副岩な Eの，小さな破片状の角磁をふくむ凝灰角磯岩や，浮石を多く

ふくむ浮石賀凝灰岩がみられるO だが絵、体からみれば，石英粒をかなりふく

んだ，いわゆる石英粗両岩質凝灰岩が多い。

この地層の厚さは，治むよそ 300 m 以上である。

bI'石英組商岩熔岩 rH.j.)

カマウンベツ川の中流から上流にかけて，模式的にみらAT るが，模式地を

中心として，ほ:9:'南北の方向に帯状に分布しているようで，詑の沢中流にも

露出しているO

この石英粗匝i岩は，屑位的には， (b1 ) の中部に位置しているO すなわち，

-15-



上下に集塊岩をともない， (b1 ) の石英粗面岩質の凝灰角磯岩または凝灰岩・に

漸移していて， (bl ) との間に明らかな境をひくことができない。したがっ

て， (bl ) の堆積中に，熔岩流として溢流したものと考えられる。

ノVI2'W ・25'SW

。 ZO .，.、

医百石葵制面者

医宝認否喜 !lJJ7iJ 岩何様2

医週刊!ll1jJd'rf)反居者 )?-l1f:fM'fff

第 5 圏 カマウシベツ川中流のカマウシベツ砂岩・頁岩・演灰岩層

CH3 ) と石英粗而岩熔岩くHρ との関係

多くの場合，集塊岩状になっているが，均質のもので、は，灰白色たいし淡

褐色を呈し，石英斑品をか友りふくむ斑状岩であるO

b2 輝石安山岩熔岩(プロピライト) (Ho]

川股鉱泉の右股沢の上流に模式的た露出がみられるもので，ワシベツライ

パ川の上流部とカマウンベツ川の上流部とに，熔岩流として広く分布してい

るO 模式地(川股鉱泉右投の沢〉では，か友り変質したプロピライトから，

次第に，わりあい新鮮た輝石安山岩に漸移しているのが，みられる。したが

って，この附近のプロピライトの原岩は，輝石安山岩とみたして，プロピラ

イト熔岩も，この安山岩に一括した。プロピライト化の程度は一様で、なく，

場所によって，かたり相違しているO また，層位的にみると，一般に上部に

なるほど，プロピライト化が弱く怠っている。

この熔岩は，川股鉱泉附近では， Calりないし (al"') の上位にのっている

が，その中には，しは、しば， Ca] りたいし Cal'")の緑色凝灰岩・緑色凝灰角

線岩とまヲたく同じものが，介在して治り，その上部は，ついに均質な輝石

安山岩となっているO また，カマウンベツ川上流では，ほぼ同じ輝石安山岩
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熔岩が明らかに， (b1 ) の上位に発達しているのが，みとめられる。したがっ

て，このJ溶岩は，何1りたいし(al "')の堆積中から， (b1 ) の堆積後までひき

つづいた，火山活動の産物として溢流したものと考えられる。しかし，カマ

ウンベツ川上流の露出状態から，との火山活動の主体は， (b1 ) 堆積後にあっ

たことが推察されるので，一応，上部層にふくめてとりあつかった。

プロピライト化のいちじるしいものは，濃緑色ないし緑灰色を呈し， しば

しば，黄鉄鉱を多量にふくんで、いて，凝灰岩とみまちがうととがあるO わり

あい新鮮なものは，緑色伝いし暗灰色の徴密竪硬な岩石であるO カマウンペ

ツ川左股支流の上流には，基底岩相と考えられる暗灰色の粗しような安山岩

が， (b1 ) の上部に露出しているが，これは，一見泥熔岩状の産状をしめして

いる。

たゐ，顕微鏡下の観察についてのべれば，つぎのようであるO

この熔岩は，プロピライト化のてい rが一様でな u、ことは前にのべたが，ほとんど新

鮮なものをみるとつぎのようである。一般に斑晶の少い破璃質の安山岩で，有色鉱物も

少い口ときには，わずかに流理構造A をしめすものがある。有色鉱物の変質く緑泥石化〉

をまぬかれたものをみると，紫蘇輝石が多しそれにくらべて普通輝石に少 v、白緑泥石

化して u 、るものは 3 普通，有色鉱物だけで，斜長石は新鮮な状態で観察される D

また，肉眼でプロピライトとみとめられるものをみると，わずかに原岩の構造一斑晶

の残品一仮像、ーを残すものから，会〈残さな u 、完全にプロピライトイとをうけたものまで

あリ，場所 Iこよって，変質の種、穎が異なっていることを物語っている凸

変質の主なものは，緑泥石化・珪化・炭酸塩イじならびに黄鉄鉱イじである c 最も普遍的

で，量的・質的にも多いものは緑泥石化で，この緑泥石イとだけは，熔岩ゎ全域にわたっ

て多少なりどもみとめられる。そのほかの変質は，熔岩全体からみれば‘部分的なもので，

この地域の鉱床の形成にあずかった鉱化作用と密接な関係をもっていることの明らかな

ものて‘ある。

珪 fじ主うけたものは， 2 次的 Iこ生成されたモザイク状の石英が多〈生長し，炭酸塩化

したものでは，不規則な形で方解石が交代生成されている。鉱化作用による黄鉄鉱は，

通常，径 0.2 rnm くら u 、の自形性主もって散在 L，鉱化作用がさらに進むと，不規則な

大きなかたまりになって ν'Qo

これらの変質のうち，炭酸塩化が，もっとも遅れた時期のもののようである D

b3 石英組商岩岩極 [LpJ ・プロピライト岩脹 [PyJ

石英組面岩岩脈は，幌別川本流の上流部(旭坑下流から熊の沢下流二股附
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近にかけて〉に， N80ー ，...，.， 40
0
E の方向性をもって分布するものと，熊の沢の

中・上流部;f 2 よび、カマウンベツ川左投支流の入口附近に小さた露出をするも

のとがある O いやれも， (al りたいし (al" りを岩脈状にうらぬいているもの

で，その附近の，下部屑に属する緑色凝灰岩または緑色凝灰角際岩に変質を

あたえ，また鉱化作用をうけて黄鉄鉱が多量に鉱染している O また， c' れも

にかょった岩質のもので，青灰色~暗灰青色をし，石英斑品をふくむ堅硬鍛

密な斑状岩である。

プロピライト岩脈は，ポンワシベツ川の中・下流部と大曲沢の入口附近と

に露出しているもので， (al りたいし (al"') を岩脈状につらぬいている O と

ともに，浪禄青色~緑色の徴密な岩石である O ポンワシベツ川のものは，部

分的に角際状をしているが，均質で、新鮮な部分は，やや原岩の斑品構造がみ

とめられるものである O

石英粗 wI 岩派とプロピライト岩脈とは，上にのべたように，ともに， (al')

ないし (al"') を貫いていることは明らかであるが， (b 1 ) カマウンベツ砂岩・

頁岩・凝灰岩層ないし (b j ) 輝石安山岩;溶岩との関係、は，わからない。しか

し，これらはいちじるしく鉱染されてゐり，また，あとにのぺる室蘭屑のな

かには，これらとにた岩石が撚としてみとめられる O したがって，幌別居堆

積時の大成活動に関係があるもの，と考えて，いちむう上部屑にふくめた。

E 室蘭層

この地層は， {院日 rj 川の下流域に模式的に発達するもので，室蘭岳と鷲日 rj岳

の南震に広く分布している o Ii幌別屑を不整合に;t-沿い，第四紀層(段丘堆積

物)あるいは室蘭岳火山噴出物に不整合にむやわれている O

との地層の走向と傾斜は，チリベツを境にして，東側と西側とで、はかたり

*'佐藤文男・沢田義男によって，鷲別層主して取扱われた地層〈佐藤文男・沢田義男:

鷲別岳附近の火成活動にワいて，その二地形及び地質，新生代の研究 No.13. 1952 年〉

とほぼ同じ、であるが，小山内・酒匂の室蘭図|届説明書(北海道地下資源調査所 1953

年〉のなかで取扱った室欝層と，共通の性質をもっている。しかもこの地層 11 ， 室蘭

半島が模式地であるから，室蘭層の名称主使った。
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ちがっているO ヂリベツから東側は，幌別川の下流地帯では走向は N 10° ,...".,

15°E で，傾斜は1O°，....，4008E から 10° ，....，15°NEであるが，ノポリトシナイ沢

では N 20° ，....，300\V ・ 20° ，....，25°8\"， トンケシ川ではN 1l5° ,...., 100'W ・ 20
0
NE，

チリベツ附近では N 10° ，....， 20
0
E ・ 10° ，....， 15°8E の走向・傾斜をしめし，上鷲

別と宮岸附近を通る向斜軸と脊斜軸とが，それぞれ想定される O とのように，

かたり変化にとんだゆるい波状棺曲がみられるのに反して，チリペツから西

側は，地層はほとんど水平で、ある O

室蘭屑は，岩貨と岩相とから，つぎのようにわけられるが，その厚さは，

あわせて 480m を越える O

(b2 砂岩・頁岩層く厚さ 80 :m以上〉

B 本輸西砂岩。頁岩正層{ b1' 安山岩脈

lb1 集塊岩層〈厚さ 1 里Om 以上〉

ワシペア (a2 凝灰岩層(厚きおよそ 170 m)
A 鷲別凝灰岩層

lal 砂岩層〈厚さおよそ 80 m)

A 鷲別凝友岩層 (M1 )

鷲別岳の麓から幌別川の下流部にそそぐ各小沢に，模式的た露出がみられ

るO 下部は， Cal) 凝灰質砂岩を:主体としているが，上部は， (a2) 凝灰岩・

凝灰角球岩などの火山砕屑物である O

Rl 砂岩層

凝灰質砂岩・凝灰岩などから構成されている地層である O 下部では，機質

の砂岩，まれには牒岩を，レンズ状にはさみ，炭質物・木片(径 30cm ・長さ

1m 以上に長よぶものがある)・植物破片た c' を多量にふくんでいる O 偽屑が

はげしく，地層が急に薄くなったりして，水平方向に岩相の変化がはげしい

のが特ちょうである O だが上部になると，かたり整然とした屑理をしめす凝

灰岩と砂岩が発達している O との層の厚さは， :t-:;F3'よそ 80m である O

岩 質: 砂、岩一一ー淡黄灰色・灰白色。灰青色などの，粗粒から細粒にわたる凝灰質

砂岩である。主れに，拳大から人頭大前後の円擦や角磯*が散点した粗粒の磯質砂

キ 粘板岩・閃緑岩・チャ戸ト・プロピライト・鉱イヒ作用をうけたプロピライト・黄鉄鉱

黄銅鉱 tr. t' 三ふ〈む鉱石・石英粗百岩・波璃質安山岩な c" ，ほ左んど‘が，室蘭層が堆

積する前の地質構成員から供給された主考えられる。
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--~ 岩守口， これと会〈同種。

礁から構成されている礎

岩が，不規則な形でレン

スー状にはさ玄づている。
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層岩砂a層岩灰援口H

M
鷲ff、
、

層碕室園F
O第

o 5 ，明

/:砂岩 2= 石著者管中の破-7'[J[- 5.1ぽ蒋智子山若手

3: i[j~-岩(ヂー-:t!J!fP.) 伊の去を花-;f. 4・凝店長f砂者品';'0";疑反者

5: r-p-担#ff'4当 (f4替の薬土111 ラケ五乙 £'1 )

6:/疑/il!./I."7 ♂・よみ~;侵fil:1J!師、若 グ: 1P!?芯ふ'J.?M1Jt~砂岩

8: ft.1Il -tpffI形、岩

な rの小さな角磯が多 "'0

a2 韓友岩層

凝灰岩・凝灰角陳岩を主体とする石英粗面岩質の凝灰岩層で、凝灰質砂岩の

薄屑をはさんで、いる a (al) 砂岩層とは漸移している。模式的な露出は，トン

ケシ川下流・ノボリトシナイ沢などでみられるO 厚さは，治よそ 170m であ

るO

岩 質: I疑灰岩一一灰白色~淡禍色の，石英粒を多量にふくむ粗しようでぜν、弱な

援灰岩である。まれに，珪化した頁岩ゃ，石英粗商岩・閃緑岩・緑色筏灰岩・黒色

粘板岩な rの，小さな角E棄をふくんでν、ることがある己

凝灰角礎岩一一一(al) 中の読灰角礎岩とほとんど同じ性質のものである。

B 本輪西砂岩・夏岩互麿 (M2)

前にのべた鷲別凝灰岩層の上部には，安山岩のE撲を多量にふくむ部分が漸

*通称白金の沢に露出する D 金粒もふく玄れている可能性があり，白金を産すると ν 、ヲ

て探鉱されたが，その場所はわからなかった白
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移関係で、発達しているが，この部分を鷲)Jrj凝灰岩層からきりはたにして別個の

ものとし，木輪西砂岩・頁岩互層として取扱う。

全般的にみると，火山砕屑物にとんだ地層である。下部は，ほとんどが集

塊岩・凝灰角牒岩・凝灰岩などで，輝石安山岩が岩脈としてつらぬいている。

これに反して，上部になると，凝灰質の砂岩・泥岩・頁岩・凝灰岩えにどの堆

積層が発達しているO

bl 集塊岩層

鷲別l叩に模式的た露出がみられるO 安山岩質集塊岩・凝灰岩・凝灰角磯岩

などが主体で，凝灰質砂岩の薄層をはさんでいるO 一般に，層理が不明瞭で，

厚さや岩相の変化がはげしい。

この地層が，水平的に岩相がどう変化しているかを大まかにみると，南西

海岸では，一般に集塊岩などの粗粒な火山砕屑物を主体としているが，北部

では，集塊岩はみられや，南部にくらべて細粒の火山砕屑物が発達している。

一一このような岩相の変化のー断面は，一つの露出ででもあきらかにみられ

る一一句が石英粗面岩質であるに反して，この地層は，輝石安山岩賀なので，

a2 と区別できるO 厚さは 150m 以上で、あるO

岩 質: 凝灰岩・凝灰角磯岩一一一説灰岩{土決様灰色・暗灰色・淡褐色などの，粗し

ょうで軟弱なものから，細粒で均質のもの玄でみられる。凝灰角傑岩は，このよう

な読灰岩主基質とし，て，暗灰色ヤ青灰色のかなり新鮮な輝石安山岩の小さな角磯や

浮石片をふくんで‘いる。

集塊岩一一角傑!:l:，大体人頭大より小さなものであるが，まれには， 50cm 前後

のものもふくまれているこ主がある D 礁の大部分は普通輝石紫蘇輝石安山岩で，基

質;工粗しような凝灰岩で・ある D

bI ' 安山岩脹 eM3 J

イタンキ岬の基部と図幅西南端の丘陵地とに露出する安山岩を一括す

る。

ともに岩脈と考えられるもので，岩体の周縁部は集塊岩状をしているo~

との境界は明らかで、たい。だが， ht の集塊岩中にみられる安山岩燥には，

この安山岩とまったく同じ岩質のものが多量にふくまれていることから考え
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て，この安山岩は， bI が堆積している当時に噴出したものと推察されるO

暗灰色~淡青灰色の竪硬な岩石で，斜長石j老なよび

みとめら jれ/もL る O

顕微鏡下では，つぎのようである。

斑品: 斜長石>紫蘇輝石。普通輝石

石基: 破璃 o $r長石@輝石・磁鉄鉱・緑泥石

約長石にくらべて，わずかに有色鉱物の多" 'V 、政璃質安山岩である口

斜長石 (;t ， An60 附近の成分をもづ曹灰長石で，一般に破砕された形のものが多

u 、。累帯構造や双品は普通にみられる。

輝石類{二，時に多くの:色:通輝石が存在 L で，普通輝石安山岩質\のものもあるが，

多くの場合，長柱状の紫蘇輝石が優勢である。普通輝石は ， i~~帯禰緑色で，時には

融蝕された形公 !I川口、る口

石基し二，政璃質が多じ針状斜長石がみられる隠微品質構造を L，部分的には緑

泥石化している。

b~ 砂岩・頁岩層

模式地は幌別川下流の軌道第一鉄橋附近で，中島町からチリベツ町にかけ

ても分布している O 砂岩・頁岩・泥岩・凝灰岩た Eの互層を主体とし，凝灰

角磯岩をはさむ地層である O 砂岩・頁岩・泥岩は，ともに凝灰質で，下部の

a1 や hI にくらべて，屑 I坦がきわめてはっきりして沿り，しばしば，植物化

石の破片や動物化石をふくむのが，特ちょうである O 厚さは， ROm 以上であ

る。

岩質: 砂岩一一決禍色~灰白色の凝灰質砂岩で，一般に O. ラ m-2m の厚さで，互

間中に介在している c

腕別川下流の第，軌道鉄橋附近で JL 互屑のなか Jつ砂岩カ、ら，りぎの化石が採集

された。

YoZdi α thrathiaeformis Stor*
NucuZanaconfusaH:1l1ley*
NucuZanα sp.*

Linthiasp.*

Cαrdium sp.*

Cαrpinus sp. 牢

*室蘭工大沢田義雄の採取によるロ
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Macomasp.

Fishbone(Gn.sp.｣ndet.)

頁岩。泥岩一一淡褐色または暗灰色を L，ともに凝灰質である。頁岩に lおやや

砂質のものもみーられ?植物化石の破片が密集してふく主れて ν 、ることがある D が ν 、

L て，孝 IJ 理性 iこ L めすことが少い。

続灰岩・凝灰角磯岩一一ー凝灰岩は?青灰色~淡緑灰色の粗しようで軟弱なものが多

ν 、。凝灰角傑岩は，この読灰岩を基質として，安山岩・玄武岩・緑色凝灰岩などの

小さな角 E業主ふくむもので， bI でみられる読灰角喋岩にくらべて，新鮮な礁の少い

のが特ちょろで j;，る。

第 7 章第四紀)音

すでにのべたよろに，東部地域の隆起台地者よび、西部地域の丘陵地を構成

する地質系統は，いろいろの屑準の洪積層である O との洪積層は，段丘面と

の関係から，新・旧の 2--::::> の洪積層にわけられる O また室蘭岳・来馬山の街

野(図幅の北西部)などには，段丘回・洪積層との関係，会よぴ地形などか

ら， r日期決干支世に I噴出したと考えられる火山岩類が分布している O

旧期の洪積層とよばれるものは，もっとも高い段正問によっても切られる

地層で，東部地域では，下から倶多楽火山噴出物. 3~~£ [j J晋に，西部地域では，

鷲別砂 r~4 屑・室蘭岳火山噴出物に，それぞれ細分される O

新期の洪積層とよば、れるものは，主体はいわゆる段丘堆積物(と・中・下

の 3 段の段丘政漬物にわけられる)で，そのほかに支勿浮石屑がふくまれ

る。

!日却 jに噴出した火山岩類は，岩質と分布とから，来馬山熔岩・室蘭岳熔岩・

鷲日 u岳熔岩・ 4G2m 山熔岩・橘池熔岩・ポントコ山熔岩などにわけられる O

このうち，室蘭岳・鷲日Ij岳沿よび、 462m 山の各熔岩は，前にのぺた室蘭岳火

* この説明書の刊行に先だって，“西南北海道東部地域の地質・第 1 報登別泥流にヲい

ての 2， 3 の問題"主題して，北海道地質要報第 20 号に，登別温泉を中心左する地域

で観察したことがらを論じたが，その後，考え方に若干の訂正主必要主ずるところも

できたので，こ心説明書のようにあらためる。
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*山噴出物にふくめられるものであり，橘池熔岩は，岩質の点から倶多楽火山

**噴出物の一員でないか，とも考えられる O だが，来馬山熔岩とポントコ山熔

岩は，倶多楽火山・室蘭岳火山の活動とは別個のもので，それらより古い時

代に溢流したと考えられ，洪積世最下部あるいは鮮新世最上部の頃のものと

***推察される。

左希，丘陵地を解析する河川[，とくに幌別川の河岸には， 2 ........， 3 段の河成段

丘が発達しているが，このうちの一部一一高位のものーーは，洪積世末葉に

形成されたものであり， したがって，その上にのる接持層は明らかに，最新期

の洪積層にふくめられる O

このほか，高位段丘堆積物堆積の頃のものと考えられる，岩肩、堆積物と，

あとからのペる沖積世の下部をしめていると考えられる，崖錐堆積物とがあ

る。

沖積層は，現在の河川流域壮よび海岸平地にみられる。後者には，海岸の

砂丘を構成する砂層や砂鉄層もみとめられるが，新期の火山灰が，びろく発

達している O

***牢

l 来馬山1:存岩 [RIJ ・ポントコ [11'熔岩仁PI] ・橘池溶岩 [TI]

これらは，いやれも普通輝石紫蘇輝石安山岩であるO これらが，層位的に

どの辺のものなのかは，倶多楽火山噴出物との直接の関係、が，ともにわから

友いので，はっきりしたことはいえないが，洪積世の前半に溢流したものと

考えて間違いはない。すたわち，

来馬川熔岩と考えられる安山岩が，倶多楽火山噴出物の最下部をしめるラ
**キキ*

ンポーゲ浮石層中に，来馬川の上流で際としてみとめられた。また，ポント

*あとでのべるように，基底部の噴出物層と一連のものなので，室蘭岳火山噴出物

として一括した D

料 しかし，明らかではないので，いちおう，別個のものとして取扱ヲでおく。

林* いちおう，洪積世のものと考えておく D

料料第 8 図版(写真〉参照。

材料寧第 11 図参照。
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コ山熔岩は，地形から判断して倶多楽火山噴出物にむ拾われているO したが

って，この 2 つは倶多楽火山活動以前の所産，とみてよいであろう。だ、が橘

池熔岩は，岩質は多孔質で，来馬山熔岩とはちがい登別泥熔岩にひじように

よくにているO そして顕微鏡下でも，構成鉱物は登別泥熔岩とほとんどかわ

らない。また地形的には，残丘では友かろうかともみられるO このようたこ

とから，前の 2 者とは性格がちがい， 1具多楽火山に関連をもつものでなかろ

うかと考えているO

い宇、れにしても，これらは洪積世前半のものとみれるものであろう。

顕微鏡下の観察についてのべれば，つぎのようであるO

来馬山熔岩く普遍輝石紫蘇輝石安山岩〉

斑品: 斜長石・紫蘇輝石・普通輝石

石基: 掛長石・輝石・磁鉄鉱・破璃

斜長石の多い(約ラ0 ，%)安山岩‘である。

容l長石は，約 1.0 mm 大で破砕片様のものが多 ν、。やヂ基性で，石基との聞はひじ

ように不鮮明になべっている。

紫蘇輝石は，長さ 0.5 mm くらいの長柱状結晶で，大型のものはないが，量はわり

に多 v 、。 x=赤褐色， Y=帯掲緑色， z=緑色の多色l宝をもって」、る。

普通輝石には， 2.0mill くらいの大型結晶のものと， 0,1mnl くらいの不足形のものと

があり，多分に融蝕された形跡をしめしている。紫蘇輝石とはほぼ同じ量比である。

石基JL ほとんどじんあい状の物質を多量にもヲ波璃からできていて，その中に破

片状の斜長石が多数散在 L，わずかに隠徴品質構造をしている D

揖池熔岩(普遍輝石紫蘇輝右安山岩) (第 31 図版第 2 図参照〉

斑晶: 斜長石>紫蘇輝石>普通輝石

石基: 瑛璃・斜長石・輝石・識鉄鉱

斑晶が多く，有色鉱物も多〈みられる攻璃質の岩石で，ハイアロピリテイツグ構造

をもって u 、る c

斜長石{土，長さ O.ラ-1.0mm ・幅 0.3，......0.8 mm てい rの曹灰長石である。大型のも

のには累帯構造方、、ちじるし( ，輝石や磁鉄鉱を包裏している。

紫蘇輝石{土，長さ O.ラ Innl 以下の長粒状で， x=決禍色・ Y=決黄緑色・ z=緑色の

多色性を L めすむ

普通輝石は，斑品としては少し石基に多V 、白紫蘇輝石にくらべて小型である。

磁鉄鉱には，径 O.5 mm くらいの大型のものがある。

石基l土?短冊状ゎ科長石と，粒状の普通輝石および攻璃からなる。
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鷲別砂磯層 (WsJE

図幅の西南部告よぴ室蘭岳北麓のポンワシペツライノ汎と流に分ィぷ

害車密

葬 ff.者管

書 lfH少枝管

J菅厳1空'

別岬の南岸に模式的な発達がみられるO

7Jf ンワまた，西南部では，直接に室蘭腐を，

プロピライトを不整シベツライパ沢上流では，

それぞれわ命い，室蘭岳火山噴出物にむ合に，

jなわれているO

砂. .浮石砂などこの地問の博成物は，

Slit:

きわめて組しようである。

様層: 一般に拳大以下←ーイれずに径ち Oem 前後の

礎主ふくむ一一一向第三紀を構成する岩屑から供給

された撲からだリ P 大部分が円磨されている。基

質は粗粒の砂で， ;あ情状態(よ p 礁を容易に主リ出す

ことができるてし、 rの，きわめて不充分なものであ

心。

砂層・浮石質砂層: 砂屑 J工淡褐色から黄禍色。黄白

色!.J-: c"を呈し， --~般に粗粒で凝結 J工不充分である c

輝石安山岩。プロピライト・石英粗商岩。玄れに閃

緑岩・粘板岩 4などの小さな角礁破片をふくみ，探質

砂層となっていることがある D

浮石質砂層 Jニ，ポンヲシベツライバ沢上流でみ，ら

れるもので， N~ 黄白色で，指頭大前後 !l) 浮石を多量

にふくむ火山灰質粗粒砂層である D

で，

鷲別砂~層 [WsJ 柱

状断同図

。

第 7 国
鷲別岬では，第 7 図のようた堆積を示して，

ポ

第 6- 第 7 図版(写真〉参照。

西南部のものと，ポンワシベツライパ沢のもの主を，同一!曹と L て， とりあっかヲて
よ v 、かどうか，とし、う疑問があるが，あとでのべるように，この地方では，第四紀に

相当の地塊運動のあづたこ主，すなわ‘ h よその運動は，北方で隆起が L 、ちじる Lv 、こ
とが実証されたむた正えはも?倶多楽火山噴出物。登別層な 2::"，，".J， 北と南との分布高度
差 lエ， 同-_......層準て・あるにもかわらず， 約 300m である D このようだことを考慮に」、

れ， さらに層位関係や岩質も，ほ r~' 似て ν 、るこさを加えで， y 、 fコおう同一層として交
とめた。

層型もみられるが，割合に分級作用をうけ，

本

キキ



ンワシペツライパ

沢上流では，第 8

図のようであっ

て，厚い担軽層の発

達はなく ， i為層の

みとめられる浮石

賀砂層ーープロピ

ライト・閃禄岩・禄 o 20月

色凝灰岩などの小 Aグめ: f4tt£重f$ f6 警 凡ら:喜子 5'/{!P5tff Pタ : 7°Dt" ヌイム

岩片をふくむ-一一一 第 8 園 ポンヲシベツライパJIU二流ι鷲別砂S11層 (Ws] ~露出

が主体となっているO またチリベツ附近では，室i諸国の土にわやか 1m 前後

の厚さの牒層一一基質は粗粒の砂からなっている一一ーがのり，ただちに，室蘭

岳噴出物の集塊岩で壮~われているO このように岩相の水平変化が，かなり

いちじるしく，層厚も一定ではない。しかし腎厚は 15m をとえることは，

たいようであるO

この:1'l!J，層{工，あとにのべる室蘭岳火山噴出物の基底部の一員とも考えられるがへ室蘭

岳火山噴出物の下にあヲて，礎・砂なとーを堆積させた?一つの特徴ある岩相料て‘あり，

しかも，蘭室岳火山噴出物主 l土，明らかに岩質主岩相がちがうので，地質図上に色分げ

した。

玄?二，この地層の凝結状態{二，ひじよろにぜ ν、弱である点，第三紀の岩層の岩片を円

礁としてとりこんでいる点，などから判断して，第三紀のものと;工考えられな u 、。で，

一応下部洪積世の堆積層とみなし，倶多楽火山噴出物と，ほ If同時月J J)J住積物と考え

た牢牢字。

*室蘭工大佐藤文男・沢田義男〈佐藤文男・沢閏義男: 鷲別岳附近の火成活動にワ

u 、て，新生代の研究 13 号 1952) は，基底部の一員として，とりあつかった o (沢田

の談話による〉

料 たとえば，鷲別岬では，分級作用，ポンヲシベヅライパ沢では，偽暦が，明らかに

認められる。 L たがヲて， ミの岩/曹は，水成堆積相 ~2 しめすものと考えられるロ

キネ牢 倶多楽火山噴出物の最下部層であるランポーゲ浮石層に対比されるのではな ν 、かと

考えている D
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皿 室蘭岳火山噴出物

図幅の西端にある室蘭岳・鷲知j岳を中心とした地域に分布しているO

一般に層理の発達はまれで，構造は明らかで、ない。しかし，鷲別川の中流

で、は， N70ー---80 0E ・ SE 10ー---20° の走向・傾斜をしめす，流理構造の発達

する部分がある O

第三紀層・第三紀火山岩類訟よぴ鷲別砂磯層を金者い，南裾野では，明ら

かに高位・中位・低位の 3 段の段丘面で解析されている O

この噴出物は，さらに室蘭岳火山の基盤をつくる集塊岩層と，その後に溢

流した 3 つの熔岩とにわけられるが，集塊岩層と熔岩類との間には，ほとん

ど間際がみとめられや，また岩質も近縁のものである O したがって，集塊岩

の噴出からはじまって;溶岩の溢流で終る，一つの火山の，活動の経緯を物語

**るものであろう。

A 室蘭岳集塊岩層 CMV1J

室蘭岳・鷲別岳の|変線を境として，南裾野の台地に広く，北麓ではややせ

まい分布をしめしているO 鷲別岬と鷲別川の中・上流で、，模式的た露出がみ

ら tG るO

とのi噴出物は，凝灰質集塊岩・集塊岩質泥熔岩を主体とし，紫蘇輝石安山

岩・凝灰角礁岩・浮石質凝灰岩たどを伴うもので，まれには，浮石賀砂岩・

泥岩などもはさまっているO

との地層は，いままでは，築士鬼岩一相と考えられていたが，その内には，

各種の岩相が，あるていどの拡がりと，かさ友りとをもって，分布している

ととがわかった。ただ，露出が不充分たので，各岩相の層位関係・分布・厚

さなどについては，詳細を知ることができたい。したがって，これらを一括

*第 6 図版〈写実〉参照g

あとからのベる倶多楽火山噴出物との直接の関係はわからないが，この火山噴出物の

基底である室蘭岳集塊岩層中には，泥熔岩もみとめられることや，段正との関係など

から，大体同じ頃の火山と考えているロ

料 あとがきの項を参照c
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MVI

して，いち沿う，室蘭岳集塊岩層とした。

だが， j号令よそ，第 9 図のようた上下関係

をもっているようである a (との関係、は，鷲

別川の中流告よぴ上流の踏査によっても，

ほほ、推定できる O 第 10 図は，その踏査の

一部をしめしたものである)

韓友質集塊岩

層位的 iて，おおよそ， (1)基底部のものと，

(2) 比較的上部のもの正にわけられる。

(1) (立， タト観駒色をでい L ， 輝石安山岩・砂

岩・粘板岩・緑色援灰岩など、の角礎を， 多孔質

一一一部分的には均質になっていることもある Ag ，: 下郡華格者 An: 紫綬(Jる fdt ，ff t$ 者
Tbt:H Il.必ぞ』奇 5t~./rH !i fl& .r; Tb: ょ gj); 疑在ノ治 ~t Jl&

一ーの安山岩熔岩でうずめたものである。この Md:,'7£ t1Jpo 4g2:1:.g~ 華料小》

集塊岩は，鷲別岬に模式的に発達している o Ill s ・葺 fN 仰f，-f MVI 宇原 S 空 I材骨

(2)(土，外観赤視色ないし暗赤灰色をし，普 第 9 園室蘭岳集塊岩層の

通輝石紫蘇輝石安山岩の人頭大ない L 拳大の角 層序概念

礎を多量にふくむもので，赤禍色の泥熔岩状熔岩でうずめられている D この集塊岩は，

鷲別川の上流 Ie ，かなり厚〈発達している D

このものを顕徴鏡下で観察すれば，つぎのようである D

一般に，斜長石斑晶 l土大型をしめ L，有色鉱物の斑品は少い。一部には撤関石をふく

むものがあり，また灰長石の巨晶が普通にみとめられるのが，特ちょうて・ある。

斑晶: 科長石〉紫蘇輝石>普通輝石> (撤撞石〉

石基: 斜長石・輝石・磁鉄鉱

斜長石は， An60 から AnSO までのものがあり，累帯構造が目立つものと，ほとん

どみとめられないものとの 2 つがある。輝石ゃ磁鉄鉱の包裏物を，普通にもっている B

灰長石の巨晶には，累帯構造はほとんどみとめられず，わずかに被膜てい Eのものが

みられる。

F間
z。刊

匡歪霊~ :{長 (ifj 宇山喜 'f!i 喜
1·;·'.:-1 干山喜軍空管 Z
E三TI ;i 得者
1:'/.'， 1 最長 t; 取;i;.iflIt WU

.--"・ 4年タ

第 10 園鷲別川 ~1 -1流踏査図の 1 部，室蘭岳集塊岩層の露出
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紫蘇輝石口 O.ラ~1.0 rnm くら ν 、の長柱状を L，多色性が v 、ちどるしく， Xoy=帯

禰緑色， z=緑色乞しめずD 融蝕されたものもあり，普通輝石の縁主もつものもある口

普通輝石 lむ紫蘇輝石にくらべて小型で量も少ν 、。多くの場合，数個が集合した形

主とし磁鉄鉱を包裏して u 、る c

撤櫨石 l土，灰長石の巨品のなかに多くみられるが，融蝕されたものが多〈，輝石の

縁をもワているものもある c 時に 1mm 以上の磁鉄鉱のみられることもある。

石基は，一般に結晶度が高く， :&度璃が多 u 、。短冊状の斜長石と輝石の飯粒とが主体

て・あるが，攻璃とほぼ等量である。

紫蘇輝石安山岩熔岩。泥熔岩

主も I:::' ，鷲別川中流))二股附近に露出[ている。

安山岩 lむ暗灰色の，や「りす-;;'出で，肉眼で斜長石の小さな斑品と石英の微粒がみとめ

られるものて・ある口この安山岩‘ l之，薄v、板状の剥理性をもち，明瞭な流理構造の発達し

ていることが，特ちょうである。

泥嬉岩 i土，灰白色九、 U 、し灰色ノノ，粗しよう塊状のものである。肉眼で，輝石の小粒が

みとめられる。般に凝灰岩のような外観をして u 、る。この泥熔岩を顕徹鏡で観察すれ

ば，つぎのようで・ある。〈第 31 図版第 1 凶参照〉

合石英普通輝石紫蘇輝石安山岩質のもので， 2nUll くらいのやや由形に近v、石英結

晶をもっており，斑糖岩様の完品質のものと，砂岩の顕徴鏡的捕獲岩ととふくんで v 、る。

基質 1J:，アミグダロイダル構造をもヲた琉璃からできて L 占。この泥熔岩 i二，登別泥熔

岩とむすびづけるには，岩質があまりにも，ちが ν 、すぎる。

韓友角礁岩キ・浮右質韓友岩

ともに，鷲別川の中流部に模式的に露出して u、るもので，黄白色だいし灰白色 'ζ しめ

している。

凝友角磯岩の撲は， 1mにのべた氾熔岩ヂ，輝石安山岩の角礁で，基質iZ ‘般に粗しよ

うである。

浮右質韓友岩lL 石英の粒が，特ちょう的にみとめられる，灰色の浮石主多量にふく

むもので‘ある。

砂岩・泥岩

といこ，湾層ある v 、;土不規則なレ Yズ状ではさ玄りて ν 、る。

砂岩 l工，灰白色から瓢色をしめすものまで・あわ一般に指頭大の浮石が破片状にふく

玄れる粗粒のものである D 支れに，安山岩や鉱物の破片を多量にふくむ，駒色の粗粒な

火山砂、主考えられる砂が，みとめられる。

泥岩は，暗禍色の鍛密でやや竪硬なので・ある。鉱物の破片乞多量にふくんでいるのが，

特ちょうであるロ

串 図幅外ではあるが， 111股鉱泉上流の硫黄鉱床(西紋官官図幅内) :二，この凝灰角礎岩を

鉱染交代したものである。
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B 4S2m 山熔岩(MV2) ・鷲別岳熔岩(MV3) ・室蘭岳熔岩 (Mv!)

との 3 つのJ溶岩は，それぞれ，室蘭岳・鷲別岳・ 4G2 m 山の各山峰を構成

するもので，いすτれも室蘭岳集塊岩層の上にのっているO

3 者は，肉服部jには，色や硬さがややことたっているが， 顕微鏡的には，

構成鉱物の量比に多少のちがいがあるだけで，それぞれ共通点をもち，近縁

関係にあるものである。したがっ-C ， 3 者は ， n責出源はちがうが，ほ 11"同時

*期の所iIli.と考えられる O

462m 山熔岩: 鞠灰色 t:: 'v、し哨灰色の紙密墜硬な岩石で，みかけ(之，室蘭岳熔岩に I こ

てャるが，斑 l引が比較的少い。

鷲別岳熔岩: 鰍色をし，室蘭岳熔岩にくらべて，粗粒の多孔質た岩石で，多量の斜長

石がみ左められる斑状岩石て・ある。

室蘭岳熔岩: 灰色の蔽密堅硬な岩石で，斜長石・輝石，会れに撤!翌石がみとめられる

斑状岩である。しばしば，安山岩・砂岩な r を捕獲岩左 L てもって u 、るのが特ちょう

である。

な~，顕微鏡下の観察についてのべれば，。ぎのようである O

462m 山熔岩(紫蘇輝右安山岩〉

斑品: 斜長石>紫蘇輝石

石基: 科長石。輝石。磁鉄鉱・政璃

披璃質のやや酸性の安山岩で，流理構造主 L めして ν 、る。

?P f長石(之，大体 lrnm 大のものて， とくに曹長石?とが目立っている。累帯構造や双

品 iよ普通にみられ，輝石の包哀物が多 ν。

紫蘇輝石(土，長さ lrnm 以下の長柱状のもので p 多色性(土弱しほとん王、、みとめら

れた u 、て νF である。 ー般に iJH 昂緑色のものであるロな.:}::，普通輝石も， 会れにはみ

られる。

石基(む短冊状5fiiJ-長石がひじように多いものである D

鷲別岳熔岩(普逼輝石紫蘇輝右安山岩〕

斑 品: 科長石>繋蘇輝石三三普通輝石

石基: 科長石・輝石・磁鉄鉱

この熔岩(よ，室蘭岳;溶岩主ほとんど同 aであるが，顕微鏡的に(ヱヂヂ有色鉱物の量

が多くたって ν 、る D

斜長石は， AIl GO 附近の成分主もづ曹灰長石で J.O~2 .5 mm の大きさノコものて・ある。

双品は，室蘭岳。 462m 山な rほかの熔岩にくらべると，余り目立たな」、方であるが，

*あとがきを参照。
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累帯構造はいちじる Lit 、 D とくに大きな斑品には， 0.05mm くらいの被膜様のものが

数枚みられる口輝石や磁鉄鉱の包裏物も普通にあり，野間ゃ割目を破璃が埋めている。

繋蘇輝石は，やや小型の長柱状をし， X.y= 淡補色， z=淡緑色の弱い多色性をも

っている白

普通輝石 iL 淡黄緑色のもので割に多 u 、。

石基 l工，やや結品度が高く，短冊状の斜長石正輝石および磁鉄鉱とで，徴品質構造

をして u 、る。

室蘭岳溶岩(普逼輝石紫蘇輝石安山岩〉

斑品: 斜長石>紫蘇輝石>普通輝石

石基: 科長石・輝石・磁鉄鉱・政璃

斜長石斑品のひじように多いもので，石基はやや結晶度が高 v 、。

斜長石{土， AnG5 -iO 附近の成分をもち，アルバイト双品をするものが多 ν、。累帯構

造はあ玄り目立たず，輝石ゃ磁鉄鉱の包衰物が多< ，破璃が努聞や割目をうずめてい

る。

紫蘇輝石は， Imnl 前後の長柱状のもので， まわりに普通輝石の縁をもつものがあ

る。

普通輝石は，紫蘇輝石にくらべて小さく量も 4かい D 一般に 0.5----0.3 mm くらいの短

柱状で，数個の結晶が集会ワていることが多しまた磁鉄鉱の包裏物も多 ν、。磁鉄鉱

l土宗れに 0.5 mm くら ν 、のものもあるが，大部分は石基中にある。

石基(土，短冊状:7)斜長石が発達する徴晶質構造をしているロ

IV 倶多楽火山噴出 d

この図幅地域で，もっとも広く発達している地層である O 幌別}l lから東の
ラン~ーゲ E 咋キ

全域に分布しているが，模式的な露出は，蘭法華岬 l市近からポンアヨロにわ

たる海岸でみられる。

室蘭層を不整合にむ沿い，登別層に不整合に最長われ，所によっては，高

位から低位にわたる 3 つの段丘堆積物がのっている O 室蘭岳火山噴出物との

関係は明らかでたいが，前にのぺたように室蘭岳火山噴出物の時期は第四紀

であるので，いち拾う，ほとんど同じ頃のものと考えている O

下部からランポ{ヂ浮石層・設別泥熔岩・ポンアヨロ浮石層・虎杖浜火山

牢第 9---- 第 18 図版〈写真〉参照。

第 24- 第百図版・第 30 図版く写真〉参照。
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岩屑堆1漬物にわかれるが，これらは，灰長石の結品が特ちょう!刊にみとめら

れる普通輝石紫蘇輝石安山岩質のものであるO また，その聞にはほとんど間

際がみとめられ紅い。したがって，同じ火山の，活動の一つの経緯をしめす

ものであろう。

との火山の噴出は，海水の影響がか友り強い環境のもとに行われたもので，

堆積相は分殺作用を受け，偽層にとみ，岩相の変化が水平・垂直方向ともに

はげしい。

岩相の変化の状態をながめれば，つぎのよう友環境にあったことがうかが

われるO

ある場所は汀線またはひん海で、あり，ある場所はすでに陸地化した所であ

れまたある場所はやや深い所で、あった。そして，当時の海岸棋の状況は，

いまとはやいぶんちがっていて，幌別川や来馬川の流れている地帯が，入江

となうて深く湾入していたように思われるO しかも火山活動は，いく度かは

げしくたり静かにたりして繰返され，それと同時に，地盤の隆起と沈降も行

*われていた。

倶多楽火山噴出物は，つぎのように細分されるO

虎杖浜火山岩屑堆積物(K.d

ポンアヨロ浮石層 (KaJ

登別泥熔岩 (K2 J

ランボ{ゲ浮石屑 (Kd

A ランポーゲ浮石層 eK])

登別から蘭法華lQ甲にわたる海岸と，来馬J[ l から l院佐lj川上流にかけての地帯

に分布する地層で，模:式地は蘭法華附近である。

牢 た主え Ii" ， 登別駅附近の露出をみれば，りぎのよろて‘ある。

ランポーゲ語石層は，上部になると，偽層が発達する粗しような浮石砂層・浮石層の

互層にかわワて，登別泥熔岩に移ヲている D そしてこの移化部では，浮石粒の分絞作

用が行われたことが明らかにみ主められ，砂層の聞には数 Cm の砂鉄層が数枚はさ玄

れていて，瀕海玄たは汀線附近の堆積相がしめされている。

さらに登別泥熔岩は，上にのべたと大体同じような状態でポンアヨロ浮石層にかわっ

て ν 、るが，この移イヒ部では，波浪で砕かれたと思われるラOcm 大の泥熔岩の岩塊がふ

くまれていることがあるので，当時は汀線附近にあヲたろうと推察できる。

判第 9--第 10 図版(写真〕参照。
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o 3官L

3 砂 51管 as: 'ftl;Jij管砂f!l石 'Jjf砂 ifltif/t w:方式
たりかわる。蘭法

1 この地層は，岩相の変化が水平的にも垂直的にもはげしいが，模式地附近で

は，桃紅色を帯び、

た浮石質集塊岩と

いうようたもので

あるO 浮石礁と安

山岩礁とを火山灰

で埋めたもので，

岩質や際の大きさ

は，所によってか

第 11 園 芸iミ阿川中。上流のランポーゲ浮石層 (Kd の

ド部i政層の誤IH
華岬では，浮石際

の大きさは掌大か

ら人頭大のものが多く，基質の火山灰の部

分が少くて比較的竪艇であるが， ･J4km
;!-7l シペ

市の同志向;附近では，火山灰が多くなって

粗しようになれ礁の大きさも 2cm'""-' 掌大

のものである。

とれが来百川や幌日 IJ 川上流の地〆 :iF になる

と様子が全くかわって，浮石の粒は有 Hかに

なって，組しような浮石質砂層にかわって

キ

いる O たとえば，来馬川の上流では，細粒

の浮石砂層と 2 cm'""-'3em 大の浮石からな

る浮石屑の互屑で，青色の砂層をはさみ偽

層がみられる。

た;J;;-，模式地では上郊の登別泥熔岩にう

**つる附近の状態は，第 12 図にしめすよう

z

。相

万/ラ ;;t:-'r.;手奇管 K2: 宮g'jfUa

第 12 圏 ラシポーゲ浮石層 (KtJの

上部(登別氾幣岩(K2 J に

移りかわる附近〉

第 10 図版く写真〉参11日

ネ第 9 図版(写実〉参照っ 料第 10 jヨ版(写実〉参照。
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なもので，前にものべたように当時は汀線であったととがうかがわれる。す

たわち，やっと粒度が細かに註り，分殺作用をうけた粗しような，細粒の浮

石質砂層・浮石層・砂層などが，しばしば褐鉄鉱化し?と漂砂磁鉄鉱の薄層を

はさんで、堆積して:ts- D，部分的には偽層もみられるO

この地層の厚さは BOm をこえる。

B 登別泥熔岩 CK2 J牢

幌別Jf[から東に広く分布し，アヨロ附近で海にし，やんで、いるO 模式地は主計

別駅附近・登日阻泉kE長谷Ij，付近注どであ之
**本

との泥熔岩は， ランポーゲ浮石層の上に砂層をはさんで、のってくるが，岩

質と厚さがひじようにはげしくかわる。

岩質は，普通輝石紫蘇輝石安山岩質で，暗青色・暗灰色または紫桃色をし

て治り，熔岩流として溢流したと思われる，流理構造がよく発達したものか

ら浮石や安山岩の礁をふくんだ角線凝灰岩状のものまで、かわるO また厚さ

は，数 m の所から 200 m を越える所まであってひじようにちがつてなり，厚

い所では，下部の方が火山灰の多い粗しような角磯凝灰岩となっているO

岩質および厚さの型化の献態

この泥J溶岩の岩質主厚さがかわる様子を，簡単にのべればつぎのようである。

登別海岸では，かなり細粒級密であるが(海岸の石切場で採石しているものは，暗青

色主た[土紫紅色町色彩の美しい安山岩質のもの主読灰岩質のものとがある)，登別温泉

の紅葉谷附近になると，安山岩主浮石の礎が多くなれ石英粒がみとめられる，暗灰色

で粗 L とうな感ピのする角礎凝灰岩状にかわっで u 、る。さらにこれがラ49m 山や倶多楽

湖畔になる主，肉眼で流理構造がよくみとめられる熔岩流の性状をしめ L ている。料宇宇

*第 11-12，第 14，第 24-2ラ，第 30 図版〈写真〉参照。

料苦;1、牧から室蘭に向う上り列車が，随道をぬけて登別にでると，左手の海岸には，

大きな石切場があらわれて熔岩流のように見受けられる，暗色の崖が海にのぞ、んで

いる。さらに右手の前方をみる主，幌別にかけて農がつづき，そのやや上段に，ち

主うど鉢巻をしたような形で同じような露出が連なって ν、るのが，見事にたがめら

れる。

*料模式地の l つ登別駅前の崖のほか，幌別から札内に行く道路の切割でもみとめられ

る。くそのほかの所では，直接の関係主み.れる露出はない〉

料** この関係は，次第にかわってゆくもので，その間にはっきりした境をひくことがで

きない。ヲ49m 山の崖(地質図にあらわしてある) Ii，黒色の政璃が流理状に配列

!た，肉眼では安山岩熔岩とみえるものであるが，これを鏡下でみる主，斜長石や

輝石は自形を左るものが少しほとんどが破片状主たは他形で，あきらかに泥:溶岩

主)、えるもので d) る口

一切ー



また厚さは，旨諸海岸では 2m-3m て・あるが，登別温泉紅葉谷附近では 100m :::越

え，さらにラ49m 山の崖が泥;熔岩・でできているような状態になヲて 200m をこえ，倶多

楽湖昨に近づくほ r厚くなっているロ

κ， 号~;f;・'-T~)宮司暗 X2 ・聖 g'l!l{海諸

μ3· ;t、・~7ヨロ It石帯 No空軍ゲ骨

Sp 克明'+奇署 地帯 511:に''I Iλι?υ 官ρ

3号 Ap 最'H I/ frb 曹(j千袴 1!! );W 骨格 t20/d

第 13 圃 登別泥熔岩 [K;:)J のほさ J) 消長の一例(ランポーゲ岬附近〉

いままでのべた 2 ヲのことがらから，登別泥熔岩は倶多楽湖から噴出した

*ものであろう，と考えているO

~jな，幌別から札内に行く道路の切取りで観察されたところで、は，ミ差別泥

熔岩中には多くの断層が発達し，か怒りの範囲にわたって破砕された所があ

き:この断層と破砕の方向には， N600E とそれにほぼ直交する N 50o，V の

ごうがみとめられ，幌別川上流に分布する鮮新世司II逢期の緑色凝灰岩中の断
キキキ

層の方向とひじようによく一致しているO

また溢流の時期は，地形の項でものべたように，洪積世の初期(大塚称之

助の DI 面，青木簾二郎・田山利三郎の T 回(多摩面)形成以前〉であろう

と考えているO それは，この泥熔岩の上部にくるポンアヨロ浮石層はもちろ

*登別泥熔岩の噴出源については，充分な調査を行う機会に恵玄れず深谷龍太の説 i こ

従ヲて，噴出源、は明らかにされぬまま，東方 iこつらなる支妨泥熔岩の l 都かもしれ

ないとされてきた。その後 19ラ 1 年，石川俊夫 lヰ，倶多楽湖の陥没前にその中心部か

ら噴出したもので，倶多楽湖の陥没はこの多量の泥熔岩の噴出の結果である，とし

て， ν、ちおう支坊泥熔岩とは別のものと考えたが，それを具体的に説明する資料は

提出されておらなむ、D

料第 iラ図版第 1 図(写真〉参照。

*料 これは，この地域の北西隅〈幌別川の上流域〉に分布する新第て三紀の地層のなかで

みられるような地質構造が，第四紀にまで影響を与えて u 、る，と考えさせるであろ

うロそして， この断層は，倶多楽カルデラの形成主関連をもづているよろであるか

ら，現在みられる火山やカルデラは，偶然にその位置をしめたのではなじより古

u、第三紀の造構造史の余煙として，その位置をしめたのであろう。
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ん，さらにそれを不整合にゐ拾う登別層が，高位段丘堆積物 CDl) に治拾わ

れているからであるo ーーとの関係、は，隣接図幅「徳舜瞥」内の，奇別温泉

から倶多楽湖に通やる道路の湖畔近くの切取り(標高 300 111--400m) と，カ

ルルス温泉からオロフレ山に通やる道路の切取りでひじようによくみとめら

れる。一一一

いままでにのぺたようたことから，筆者らは，登別泥熔岩は倶多楽火山の

重要友メンパーであって，洪積世の初期，ほほ、ギユンツ~ミンデノレ間氷期に，

倶多楽湖から溢流したものであろろとみている O そして北海道では，いまま

でに知られているかぎりでは，唯一の例外とみられる古い泥熔岩であること

が明らかに在った。同時に，わが国の泥熔岩活動の時 fーとについても，一つの

新しい問題を提起したものである，と信じている O

危;t;-，顕微鏡下の観察にづいて簡単にのべれば，つぎのようである O

この岩石は，改璃質の普通輝石紫蘇輝石安山岩質のもので，斜長石と少量の紫蘇輝石

さらに少量の普通輝石 L 半深成岩様の捕獲岩片な r を，補色~灰色の政璃で埋めてい

る。由形のものもあるが，多くは破片状あるいは融蝕形をしめして ν、る。斜長石は，曹

灰長石の成分むしめすもので，破状消光主する o 0.8xO.2mm て ν 、 r の長柱状ないし 0.6

xO.3mm ていどの卓状をした大型のものと， 0.201m 内外の小型の短冊状をしたものと

がみとめられる。前者には，自形結晶に近 ν 、ものがあり，累帯構造がみられる。後者は，

大半が破片状のものであるが，アルバイト式双品 5とするものがみられる口

紫蘇輝石 l土，大型のものは 1.8xO.6mm に達するものもあるが，大半はずつ主小型で，

新長石の小却のものていどである。一般に多色性はいちじるしくな ν 、が，まれに，はげ

し u、ものもあって， X.y=赤褐色， z=黄緑色をしめず口

*C ポンアヨロ浮石層 CK3J

来馬Jl Iから東の地域一帯に広く分布している地層で，模式地は，登別附近

からポンアヨロにかけた海岸地帯であるO

岩質は，模式地附近のランポーグ浮石層にひじようによく if]，、ているO 浮石

磯~よび、火山灰からたれ灰長石の大き危結晶をもった安山岩礁をふくむ，

粗しような桃紅色を帯びた地層であるO 一般には，掌大--0.3 em ていどの浮

石搬を火山灰で埋めた浮石質集塊岩とでもいろようなもので，層理は明らか

*第 14~第 16，第 24 図版(写真〉参照D
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o 2 4 6楓

1<2:fl'i'1! 喧 Z，f~昔

[i<3P::1.7ii"
白木 ·71 ョ plf 碍li<; δ:IH1; 断定

A:IIIU1. B: 長野卵 'f'il;!f :H~ 量

第 14 圃登別泥熔岩上回凹凸

(登別駅裏の採石場〉

でない。だが，偽層がしばしば発達し，場所によっては，局部的危層理をも

った砂層や粗しよう友凝灰岩というよう

た所もある O 厚さは， 長むよそ 20m"""

100m である O

登別泥熔岩との間には，登別駅附近で

は粗しような砂層をはさんで、いて， ラン

ポーゲ浮石層と登別泥;溶岩との場合と同

じような状況がしめされている O しか

も，波浪で砕かれたような泥熔岩の岩塊

をふくんでいるので，当時は汀線附近に

あったととがうかがわれる O

*D 虎杖漬火山岩屑堆積物(K.ρ
ポロゴトイ

虎杖浜から東に分布する地層で，模式的な露出は，虎杖浜から幌内にわた

る台地にみられる。模式地附近では，局部的に角燥をはさんでポンアヨロ浮

石屑を沿ゐい，主計別屑:to>よび、支勿浮石層に不整合に治jなわれる。

普通輝石紫蘇輝石安山岩の砕片抽出物と火山砂とからなる地層で，集塊岩

質凝灰岩または集塊岩といえるものであるO だが，ある場所で、はそれが砂岩

にうつりかわってむり，またある場所では際層をはさみ，あるいは火山砂と

火山礁の互層にたっているように，岩相の変化がはげしい。厚さは，彰台よ

そ 5m 主主いし 20m ていどである。

倶多楽湖の外壁部では，火山砂と砕片抽出物とが美しく成層し，数枚の熔

岩をはさんで、いるが，海岸にのぞむ地帯では，浮石牒層・浮石層・火山砂層・
*キ*

青色砂層えにどが互層し，分級作用をうけて明らかにア1<の影響のもとに堆積し

たことがうかがわれるO

章第 13，第 18 図版〈写真〉参照。

料 この砕片弛出物と熔岩とは岩質が同じで，とくに大きな灰長石の結晶 (2cm てい r

の大きなものがある〉がみられるのが，特ちょうで:;j;)る a

料本 この互層のうち，上部のほうの浮石礎層中には，上にのべたのと同じと思われる灰

長石斑品の粒が多数はいづている。
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V 登別層一 [No]

茶色J!fから東の地域に広く発達しているO 模式的な露頭は，アヨロ附近・

紅葉谷附近告よぴ隣接図幅の「徳舜瞥」になるが，大湯沼東側の，登別温泉

から{具多楽?拐に通やる道路の切取りでみられるO

No

K3

~- , No' fI }デゲ 疹

o 10 20m J<3: ;点。ニ f ヨ口 j手石管

No: 管 gIl 管

K3; 本。;，? iJ0/'7-否号

。:す別替の層L ィt 1f{;

第 16 園登別層 (No] 下面の凹凸

〈札内南方の露出〉

1m。

第 15 圏 ポンアヨロ浮石層 (Ra ] と登別層 (No] との関係，

およひ登別層を切る断層

イ具多楽火山噴出物を不整合に.:t".:t"う屑理の明瞭な地層で、，細粒~粗粒の板

状(厚さ 5cm 内外)の砂岩を主体とし，上部にたると頁岩と互層する O とき

に炭化木をふくみ，基底部には，倶多楽火山噴出物を亜円磯または円磯とし

てもつ砂傑層，あるいは浮石牒層が局部的に発達している O

この地層は，走向が一定しないひじように傾斜のゆるい地層(急た所でも

25° ていどで，ほとんど水平に近

い所が多い〉であるにもかかわら

すら分布は，ほぼ、標高 350m から

40m てい左の範囲にわたり，高低

差は 300m もある 01具多楽火山噴

出物のうち，虎杖浜火山岩屑堆積

物・ポンアヨロ浮石層.~":別泥熔

岩までも不整合に j号沿い， しかも

虎杖浜駅前の露出では，虎杖浜火

山岩屑堆積物が解析された凹所を

*第 14~第 20 函版(写to 参照。

- 39-



埋めて堆積したようすが観察される。

したがって， 1其多楽火山噴出物との間

には，かなりの間際があったととがう

かがわれる。またこの地層中には，イ具

多楽火山噴出物中にみられると同じ性

質の断層や砂岩脈が多数発達してい
本

るO さらにこの地膚のj享さをみると， 0 2m
K3 ・ポつ 7 iJ Off 奇母 No~W 脅

もっとも厚い大湯沼東側でも 30m て 第 11 圃ボンアヨロ浮石層 (K3 J と

いどで，きわめて薄い。 登別層 (NoJ とた切る断層

これらのことをあわせて考えると，前にのぺたように分布地域の高低差が

300m もあるととは，ゐそらく.主主別層が堆積した後に大きな地塊運動が行

われた結果による，と考えることができるであろう。

刊 段丘堆積物および岩屑堆積物

この地域は，前にのぺたように隆起性の台地地1f bをしていて，高度のちが

う 3 つの段丘面 CDい DUl ・ Du2 ) がみとめられ，それぞれには，際層・砂

礁層・砂層などの段丘土佐積物がのっている O この段丘土佐積物のほか，幌日I]川

の上流地帯には，洪積世のものと考えられる，岩局、堆積物がのうている O

A 高位段丘堆積物 (T1J

高度 300 m---40Jm ていどの平坦固にのる牒層で，常日1] 1曹あるいはポンア

ヨロ浮石層を不整合にゐ 3なっている O 広く分布しているらしいが，模式的危

露出がみられるのは，いやれも，隣接の「徳舜瞥 J 図幅内で，大湯沼の東側

地帯 (1[~ 1]温泉から(具多楽湖に通やる道路〉とカルノレス温泉附近(オロフレ

道路〉である O 厚さは，大湯沼東側地帯では 5 m---l0m，カノレノレス温泉附近

では 40m をこえている O

キ 大湯沼東側の，登別混泉から倶多楽湖に通ずる道路，およびアヨロ附近の道路でよく

観察できる。

第 17 図版く写真〉参照。
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傑層が主体であるが，大湯沼東側地帯では基底部に砂層をもって者り，カ

Jレノレス温泉附近では，砂層や粘土層と互層している。磯は掌大から人頭大て

いどで，登別層の砂岩・ポンアヨロ浮石層中の安山岩・奇別泥熔岩のほか，

大湯沼東側地帯では日和山熔岩(石英安山岩)，ヵルルス温泉附近で、は新第三

紀層中に発達する石英脈などもみられるO これらの燥を，細かで粗しような

浮石質の砂でうやめているO

B 岩屑堆積物 (Dt)

幌別鉱山(幌別川上流)をとりかとむ， 300m--350m 前後の山体の頂上部

は，ほとんどが，やや平坦な地形面をあらわしている O このようた平坦面の

上には，径 5う cn1 ，まれには 1m にも去よぷ，不規則な形をした火山岩礁が，

ごろごろと散在しているのが，みとめられる O しかも，これらの火山岩機は，

山休を構成する岩石とは，ほとん Eが無関係なもので，ほかの地域，たとえ

ば来馬山な~'のよう友高山を構成する岩石であることに，重要友意味がある。

露出が不充分なので，厚さや層序などは明らかでない。だが，幌別鉱山発電所

対岸の小沢の上流たどで，観察した結果によれば，国結の不充分な，一種の

岩持式堆積物である際層で，これが，平坦な山頂を構成しているようである O

このような，特ちょうのある堆積物の堆積した時代は，平坦面の高度が，

高位段丘国の高さに相当していることから判断して，ほ段、，高位段丘堆積物

と!可じ頃のものであろう。

C 中位段丘堆積物 (T2)

高度 200m ていどの

ところに分布する砂層 凡

で，模式地は，紅葉谷

附近であるO

紅葉谷附近の道路の

切取り面では，この段

正堆積物は，厚さ 2m

o 4 ,.".

K3 ，1=.. シ P3 tJ f字石 if Noｷff7N-'f 乃ヂ IfI.f; Ptr jf1 待望匁

A:rp(iInfIfiN 毒物 rf の基底ぽ.-f B:t !'l1Jfr， 須佐 1ItJ 毒物学 ρ 司Uc.

第 18 園 ポンアヨロ浮石層 (KaJ ・登別層 (NoJ および

中位段丘堆積物 (T;}J の関係

*隣接「徳舜瞥J 図幅内，大湯沼の北側で現在活動中の:kw o
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--5m ていどの浮石賀砂層(浮石の径は 1m より小さなものばかりである)

で，基底近くには，炭質物と炭化物とをふくみ，登日UI曹を不整合に喜子拾って

ν、る。

a 5m
/<.3 ー 111°;;' p ヲ口 /2石管ペ (0 すti 容 7子:ヂイ 'tit'J. /1 111' よiW 安定 Tf ヂ.:;，;)

Aρ : §lf.， 庁判/'1'奇~(/ヂ !fJ1!' ) か Aρ小こ i(}.! i! ;><二 ~*J 土

第 19 園 ポシアヨロ浮石層(lζ3J ・登別層 [NoJ および

中位段丘操層 [T2 J との関係

D 低位段丘堆積物 CT3 )

'" **高度 50 m--l00m ていどの段丘面にのる砂磯層で，支勿浮石層・登日Ij層・
*キキ x xx

虎杖浜火山岩屑堆積物・ポンアヨロ浮石層・主主別泥熔岩などを不整合に JE 拾

って，海岸にのぞむ地帯に広く分布している O 宮浦附近・幌内附近たどの段

丘面に，模式的な露出がみられる。厚さは 2 m--4111 ていどである O

場所によって，岩本目など多少ちがう点があるけれども，大体に jないて，比

較的近くから構成物質の供給をうけて堆積した砂層あるいは砂牒層で，主に，

すぐ下部に分布している地層が際あるいは砂となったものからできている O

幌内北方では，支窃浮石層を不整合におおって，基底部近くは若干偽層をする砂層と

砂礎層(礁は 4 em より /J、さいものばかりである〉とが互層してのつでいる D この互層

部には，登別居の砂岩が礁としてふく玄れて u 、る。厚さは 2m でい rである。玄た別の

*幌内北方。

料費別から富浦にこえる山道の切取り。

牢料 虎杖浜駅と竹浦駅の聞の，海岸に面する山地帯の沢。

ﾗ 富浦西方のプージo

xx 同志別から札内に通ずる山道の切取り。
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露出では，基底に 15cm ほどの砂層をもち，浮石・安山岩などの礁を粘土質物でうずめ

た，厚さ 2m てい Eのものとなって虎杖浜火山岩屑堆積物を不整合におおっている口

萱~IJから富浦にこえる山蓮では，登別層を不整合におおって，厚さ 1m てい Eのやわ

い浮石質砂層がのっている。

富浦西方のゴージでは，ポシアヨロ浮石層を不整合におおって，厚さ 3m~4m の砂

層がのっているが，この砂層(工，層理をもち，偽層別立げしν、もので，掌大より小さな

浮石撲をまじえているロ所によっては，浮石礎だけが堆積している。

同志別から札内にゆく山蓮では，登別泥熔岩を不整合におおヲて，厚さ 1m~lm50

の砂諜層がのっている口この地層{む掌大~1 Cnl くらいの磯(ほとん rが下部にある登

別泥熔岩で，それに少量の安山岩を玄じえている〉む登別泥熔岩が風化してできたと

思われる砂でうずめたものである。

D 河成段丘堆積物 (Tr)

幌日lj川にそう地帯，とくに幌日u鉱山岩ケ崎附近に発達している。との附近

では数段にわけられるが，ととでは，すべてを一括してとりあっかつて訟

く。

幌別鉱山附近では，河面からの高さでわけると，おおよそ 4 段の段丘がみられる。す

なわち(1) 2ラm，ぐ2) 15m ， σ) 10m，く4) ヲ m 以下である口

これらの段丘面上には，いずれも火山岩礁を主体する礎層くときに 1m にたつする火

山岩礎ーをふくみ， 泥土・砂層をはさむ〉をのせて ν 、るが， とくにくりは，厚さ 3m 以

上にたっし，組粒砂層主諜層の互層からなヲている D

"]I沖積層

沖積層は， (1)沖積原野をうやめる砂際友らび、に粘土層 CAl) ， (2) 海岸に

発達する砂丘 (As)， (3) 山麓にみられる崖錐 (At)， (4) 丘陵地の河川にの

ぞむところに，新たに発達する扇状地堆積物， (5) 新期火山灰，などにわけ

られる。このうち， (4) と (5) は.地質図に色わけするのをりゃくした。

(1)は，海岸と各河川〈とくに，幌別j川と来馬HI)にそって，発達がいち

じるしい。 (2) は，鷲別附近に発達し，稼行の対象となるほどの砂鉄層をは

*さんでいるo (3) は，倶多楽カノレデラ外壁の南麓に広くみとめられるO カル

デラ外壁をつくっている，イ具多楽火山噴出物の岩塊で， 50cm ないし 1m 大

牢鉱床の項を参照。
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ていどの大きさのものが多い。 (5) の火山灰層は， 50cm--2m ていどの厚

*さで，この地域の全域を治沿って発達しているO 北海道の火山灰については，

**浦上啓太郎らによ 0て， くわしく土壌学的に研究されているが，それによれ

ば，との火山灰は，史前時代から歴史時代にわたって，駒ヶ岳むよび、有珠火

山から，もたらされたものらしい。

第 8~ 草地 史

いままでのべてきたところから，との地域の地質構成が，現在みられるよ

うになった経緯を簡単にのぺる O

西南北海道の各地と同じように，この地域の基盤をつくっているものは，

古生屑といわれている先第三紀の地層である O その後，fJ.がい間の削剥の時

代をへた後，新第三紀初葉にたって，はじめてこの地域は海水下に没し?と。

そして，その堆積盆またはその周辺では，造構運動に伴って火成活動がは

げしく行われて，火山砕屑岩類が堆積し，プロピライト熔岩が溢流し，石英

粗面岩・閃緑岩危どの岩脈類が貫入し，多くの黒鉱式鉱床が形成された。

一一この地械の岩脈や鉱床ののび、の方向が，断層の方向とひじようによく一

致しているのは，このためである O 一一一

この火成活動の所産が幌別屑で，いわゆる訓逢統に対比されるものである

が，砂岩・頁岩の互層をはさみ，没海で， しかも，ある時期にははげしし

またある時期にはほとんど休止するという具合にして，繰返し火成活動が行

事 この種の火山灰 (:l:， 最近になって簡易耐火建築材としてもてはやされている，アッ γ

ェプロヅグの骨材として，虚んに利用されている。隣接の「白老」図幅の地域では，

萩野から社台にか lうて，数社が，プロザグを製造していることを，土居繁雄はのべて

いる。 σ 万分の 1 地質図幅説明書「白老」 北海道地下資源調査所 1953 ，昭和 28

年〉だ‘が，この地域では製造されていない。

**浦上啓太郎・長沼祐二郎・富樫利八: 北海道におげる火山灰に関する調査第 2 報

火山 Vol. 1, No.4(1 933 ，昭和 8 年〉

山田忍: 北海道における火山噴出物の分布について 北海道地質要報 No.21

(1 953 ，昭和 28 年〉
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われたことが，物語られているO

幌別居の堆積後，この地域は，ふたたび、陸化して削剥の時期に移った。(西

南北海道の渡島半島部で普通にみられる，八雲期の堆積層を欠いているのは，

このためである〉が，ふたたび、海進をうけて接持層や砂層を堆積するとともに，

この浅海陸の環境のもとで火山活動も開始され，火山砕屑岩層をもたらし，

安山岩脈の貫入をみた。しかし，その規模は，前の時期にくらべて，はるか

に小さく間歌的に行われ，しばしば，砂質ないし、泥質の地層の堆積作用で中

断されているO これが，黒松内統に対比される室蘭層堆積の時期であるO

その後，この地域はまた陸化に転じ第三紀の末まで削剥がつづけられ，

瀬間層に相当する地層の堆積は，ついにみられやに終った。そしてとの時期

まで、に，この地域の大きな地質構造を決定した造構造運動は，終末をつげた。

新第三紀層が棺曲し，傾勤しているのに反して，第四紀層が，ほとんどかた

むくことなしたとえかたむいたとしても，ひじように小さな角度であるこ

とは，明らかに，このことを物語る証さである。

第四紀にたると，洪積世初葉には，来馬山・ポントコ山友どの火山，.:t-よ

び、室蘭岳火山・倶多楽火山友どの火山活動が，ほとんどい。せいに息ぶ、きを

はじめて，厚く，この地域をそれらの噴出物で会沿った。これらの火山活動

の時期は，ほ11:'，ギュンツ~ミンデノレ間氷期(第 1 間氷期〉の頃と推察され，

当時この地域は，ある場所は陸地であり，ある場所は汀線である，というよ

うな状態であったようであるO やがて，洪積世の後半に移ろうとする， ミン

デ、ノレ~リス間氷期(第 2 間氷期〉の頃になると， この地域は，ふたたび、，海

浸をうけて，広く，砂岩と頁岩とから友る正常在堆積相をしめず登}J1jJ曹の堆

積をみた。登別層の堆積後，さきの火山活動で，巨大抵物量を噴出し?と反作

用として，カルデラが形成され，これと相伴うよう友形で，か怒りの大きさ

で断層運動が行われ，砂岩脈なども形成された。洪積世後半に怠ると，この

地域は次第に海退に移り，数段の段丘面(高位・中位・低位の 3 段〉とそれ

に対応する段丘堆積物層をのこしたがら，隆起運動をつづけ，沖積世に移っ

た。ただ，との隆起をつづける洪積世後半の時期にも，支勿浮石層が，低位
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段丘形成時期に堆積をみた。

1主沿，前にのべた洪積世初葉の火山活動に伴つては，硫黄鉱床が形成され

て者り，さらにその余煙は，いまも， 日和山の噴煙となヲてあらわれ，ある

いは登別温泉の熱波とえE り，あるいは昇華硫黄や沈澱硫黄を生成するもとと

なっている。

第 9主主応用地質

との図幅地域の大半は，洪積世の火山噴出物で厚くゐ沿われ，いろいろの

有用鉱物を怪胎すると考えられる新第三系訓縫期の地層は，北西隅の幌別川

上流の地帯にだけ露出しているO

この幌別川上流の新第三紀層が発達する地帯は，地域としては，かぎられ

たわやかの範囲ではあるが，明治から大正にかけての時代，金鉱あるいは銅

*鉱地帯として盛んに稼行された。とのように，北海道の金属鉱業史の上にか

がやかしい足跡をのこした地帯であるが，今ではすっかり衰微し，わやかに

松本鉱業蔭之沢鉱山がほそぼそと稼行しているだけで，当時の面影をしのぶ

ととはできない。だが，との地域の鉱床が地質構造とどのようた関係をもち，

しかもどのように性質がかわるか，というような鉱床を探査してゆく上の根

本的た問題は，ながく考えてもみられ宇にきたのであるC とにかく，脈を追

**って坑道を切れ鉱石を出していたのである O したがって，この地域の地質

鉱床調査がより系統的に進められて，前にのべたようなことが明らかにされ

てゆけば，経営の規模については，検討を要するととが多いと思われるが，

立地条件がきわめてすぐれている所だけに，稼行価値のある鉱床の発見も夢

すは友い，と確信する O
H長~. .." ,
y~;l!

*大日方順三: 幌別鉱山調査報文 鉱物調査報告 No. 22(1引ラ，大正 4 年〉

特 この図幅調査主主もに蔭之沢鉱床調査を行川鉱床がこの地域の断層と密接な関係を

もワて)If胎しているのをみたので，それにもとづいて探鉱坑遣を切らせて新たな鉱体

に着鉱している。〈ただし，鉱床の規模は小さい〉この鉱山については，その後本所

技師杉本良也が詳細な調査を行川それを確認しているロ
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このように，いまのところ，新第三紀の火成活動に関連する鉱床には余り

多くを期待できないけれども，第四紀の火成活動に関係する地下資源はきわ

めて豊かである。医療資源としてのな百r]温泉，鷲日r]から幌別にわたる海岸の

漂砂鉄(磁鉄鉱)，笠別を中心とする軟石(奇別軟石といわれて有名〉などが

*あって，温泉・砂鉄・石材の賦存地として注目されている地域であり，また

今後にも，多くの期待がかけられている地域であるO

1 銅鉱および金鉱

院別川上流地域の新第三系訓逢統に対比される幌日fj屑(緑色凝灰岩・プロ

ピライトなど〕が発達する地帯には，西南部北海道の各地と同じように，黒

鉱式鉱床が匹胎していて，明治 30 年代から着目された古い歴、史をもってい

るO 大正の初めには，幌別鉱山が岩ケ崎坑や旭坑を中心にして銅や金を採掘

していた。岩ケ崎坑は銅鉱床として，旭坑は金鉱床として，それぞれ有名で

あったといわ~/L るO その後とれらの鉱床は，訟がく休止の状態にあって掘り

つくされたものであろうというととになっているO だが詳細はわからない。

いまは，昭和 25 年からはじめた松本鉱業蔭之沢鉱山が，小さな規模で銅鉱を

採掘しているO

とのように，現在のとの地域は鉱床地帯としては悲感する状態にあるが，

幌別鉱山では最近になって電気探査を行って沿り，また蔭之沢鉱山の調査を

進めてゆくにつれて，鉱床の賦存位置や形態が周囲の地質構造，とくに断層

系と密接な関連をもっていることがわかってきていることから考えて，この

地帯についての興味は，今後にまだ残されているO

* このほか，室蘭岳の北東山腹の地帯には，禍鉄鉱の露頭がそこここにみられるが，稼

行できる上うなものは玄だみづかつておらな ν、口また，登別温泉の地獄谷では，現在

昇華および沈澱硫黄が生成されているが，国立公園内であり，景観をそこなうものと

して採掘は許されていな u 、。

なお， r徳舜f昨」図$MIこは u 、る登別温泉の大湯沼では，硫黄が採取されており， r西紋

簡」図幅には ν 、る幌別川上流〈ヲシベアライパ川の上流〉地帯には，硫黄の露頭があ

る。

~、ずれも，この図幅との境界附近にあるので，参考までに，あとから概要をのベる。

- 47-



との地帯には，東西性と南北性の断層がひじように多いが，この 2 つの方

向の断層がどのようた関係にあるものかは，いまは明らかでたい。しかし，

これらの構造糠が鉱床の形成と関係があることは，ます=疑う余地がたい。

鉱床は，禄色接灰岩とプロピライト中に匹胎する黒鉱式鉱床であるが，黄

銅鉱と黄鉄鉱を主とし，閃亜鉛鉱と方鉛鉱に乏しい。プロピライト中では細

い脈状になって稼行できるものは少いが，緑色凝灰岩中では交代作用と鉱染

作用が進んで，しば、しば 1m ほどの幅に拡がれ宮鉱体が形成されている。

鉱床のふちの部分には，黄鉄鉱の微品を伴って合金王主化帯の発達しているこ

とがあるO このようた珪化帯のうち，地支近くで天水の影響をうけたととろ

では，硫化物が酸化溶解して二次的宮化帯とたり，合金品位が 5g ていどに

向上するところがあるO むかし，金鉱として稼行された旭坑は，このような部

分に相当していたものと思われるO 現在銅鉱床として稼行されている蔭之沢

鉱山の鉱床にも，このように合金品位の高い部分があって，売鉱されているO

また， r幌別川の右支流になるワシペツライパ川〈温泉沢ともいう〉の上流

にある川股鉱泉を中心とする地帯(ポンワシベツライパJII ・白川・ J I/股鉱泉

右沢〉には，黄鉄鉱がかなり鉱染していて，酸化鉄のしみだしているところ

が方々にあるが，稼行できるようたものはまだみつかって治らない。ただ，

N 10
0
\V""'"日O\V 方向の小さな断層や裂擁が多数発達していて，この断層や裂

鋒にそって粘土化した幅 10 em ,.....,30 em ていどの黄鉄鉱を伴う部分があれ

ときには黄銅鉱のみとめられるとともあるO た、から，この地帯にも今後詳細

な調査が必要であるo また誌の沢にも，粘土化してひじように黄鉄鉱が鉱染

し，黄銅鉱の伴われているところがあるo

A 幌別鍵山岩ケ崎坑および旭坑

これらについては，大正 4 年大日方)I民三がくわしくのべているO いまでは

すづかり荒れはてて，入坑して調査することはできない。

岩ケ崎坑は，幌別町市街の北西方約 12km のところにあるO 幌別市街との

*大日方 )1民". . 幌別鉱山調査報丈 鉱物調査報告 No.22 く 191 ラ，大正 4 年〉
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牢

聞には，鉱山の硫黄と硫化鉱石を搬出するための専用軌道がついているO 旭

坑は， I混 7JU JII の本流にそって，さらに約 5km さかのぼ、ったところにあれ

その聞の道はひじように荒れているO

この地域に対する探鉱は，明治 31 年頃早川某が岩ケ崎で行った試掘が最

初で、あったという。その後明治 39 年に小田良治の所有にたり，翌 40 年には，

旭坑で合金品位の高い鉱石を発見したので，金・銀・銅を目的として稼行し，

北海道の草:要注金属鉱山のーっとなった。 さらに明治 45 年からは，岩ケ崎

坑の採掘に着手し，大正元年 9 月には従業員が 205 名に危り， 1 日の採掘鉱

石約 50 ton, 1 日の錬合金銀型銅 0.3'"'-'つ.4 ton であったという。第一次世界

大戦ののち，ながく休んで、いたが，今次大戦の前に岩ヶ崎を中心にしてふた

たび、稼行された。だが，鉱況はかんばしくたくて中止し，いまは廃坑のよう

な状態になっている。

岩ケ崎坑: この鉱床は司II縫統に対比される i院別居中に郎胎して ν 、る D い主では荒れ

はてて入坑ができないので，どのような鉱床かよ〈わからな U 、。

ひじように古いものであるが，大正初めの大日方!恒三の報告によれば・，大体つぎのよ

うなものであヲた。

N55°W~N 800W の走向で，ほぽ直立あるいは南方に 800 内外の急傾斜で落ちる鉱

脈型鉱床で，構成鉱物は黄銅鉱・黄鉄鉱および石英を主主 L，まれに重晶石と斑銅鉱と

を伴って ν 、る己脈幅 l土数 cm--l .5 Inていどのもので，走向延長に約 70m，傾斜延長に約

2ヲ m あり，うち採掘できる部分は，走向延長に約 20m である。したがって，下部探鉱

が必要であるが，坑内湧7kが 1 時聞に約 14 kl に達するので，探鉱 iごは排水設備が必要

である。

その後い主主での約 40 年間の資料は明らかでないので，鉱況はどのように変化した

か，また今後どのていどまで稼行できるか， というようなことはわからな~， •0 ただ前に

ものべたように，幌別鉱山では， この地域に対・して電気探査を行う計面を進めて v 、るこ

とをつけくわえておく。

旭坑: この鉱床l土金鉱床主して稼行されていたが ， v 、まではすっかり荒廃してし

まワて，入坑することもできないD 鉱床は幌別居中に腔胎しており，大日方順三の報告

申 硫黄は，岩ケ崎の北方約 7km (徳舜瞥図幅内一壮f骨村地内〉にある貰渓硫黄鉱床で

採掘している白現在幌別鉱山といえば，黄渓の硫黄鉱山のことである。硫黄および硫

化鉱は索導で岩ケ崎までもってきて，軌道に積込む。だが，近〈この索道を廃して，

国鉄胆振線の久保内駅/<: , トラックでだす計画という D
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によれば，つぎのようなものであった。

角諜質J凝灰岩中の鉱染鉱床である。鉱体は東西にのびた不規則塊状のものでp 幅約 20

m の範囲に鉱染し，傾糾延長i土約ラOmlこ達したが，大部分は当時採掘してし支ってい

た c 黄鉄鉱・黄銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱が相交雑して細密に母岩中に浸染したもので，

金分三合有しており，鉱床のはピの部分は微細な網状 fiiKとなって ν 、る。合金品位は

2/1OO ，OOO~4/1 00 ，000 ていどであった。

B 蔭之j華鏡山

鉱 区: 胆振国採摂権登録第 64 号

鉱 種: 金・銀・銅

所在地: 胆振国幌別郡幌別町

鉱業権者: 東京都渋谷区穏田町 l の 4 松本勝太郎

この鉱山は，この図幅地内で稼行している金属鉱山としては，いまのとと

ろただ 1 つのものであるO 国鉄室蘭木静税、のl幌幌日引別肌iリ江1.思駅E思Rミで下車し幌日知別!リj川にそつて約

7klll さかのほ

ことになつているが，いまは，幌別鉱山の専用軌道を利用しているO

明治の末から大正の初めにかけて，幌別鉱山の岩ケ崎坑や旭坑なと、が盛ん

に稼行されていたころは，との鉱山の附近でも探鉱が行われていたようであ

るが，はっきりしたことはわからたい。昭和四年にたって飯野某が鉱業権

を設定し，翌日年に現鉱業権者が譲りうけた。昭和 17 年頃には従業員約 50

名で採掘したという。敗戦とともに休山したが，昭和 25 年 1 月から再開し，

i蓬之沢鉱山精鉱品位

AωAωI Cu(;<,::) })b(;<,::) IZlω18ω(

341 8 判 tr. 1.701 12 対幌別駅土場貯鉱
3.3 , 201 3.31 0.12 1.331 5.99i グ

8.3 31[ 3.59 , 0.03j 2.211 7.4 7 貯鉱 〈場所不明〉

7CJ 311 562i trl 064 1113! 蔭之沢土場貯鉱

33.3 刊 7.911 ωL621 12・4 末広坑口貯鉱

ラ.3 131 1.59i tr.[ 0.961 2.671 ク

日; lm mi tr.J im 461l 末広坑切羽
1.7 ヲoj 7,02! tr.: 0.961 2.671 日吉坑切羽

お 2 叫 16.94! tr. 1.571 23.931 日吉坑噺不明〉

国富製練所から鉱山に送附された分析表による。
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5 月から井華鉱業(現住友金属鉱業〉国富製錬所に売鉱をはじめた。昭和 25

年は従業員 5 名 --10 名で月 15 ton ていどを売鉱した。 26 年の調査当時は，

従業員約 20 名で 1 日約 6 ton の粗鉱を採掘し，月約 30 ton の精鉱を出して売

鉱していた。だが最近は，従業員 4， 5 名に減少したようであるO 九

参考までに，昭和 25 年から 26 年にかけて国富製錬所に売鉱したものの品

位を示せば，前去のようであるO

この鉱床については，筆者らの概査に引続いて杉本良也が詳細た調査を担
本

当した。杉本良也の調査結果によって知ることのできた概要を紹介すれば、つ

ぎのようである。

鉱床は，緑色凝灰岩中に怪胎するもの，緑色凝灰岩と閃緑岩との境くとこ

では断層で接している〉に臨胎するもの，1;-よび、閃禄岩中にJff胎するものが

あるO 鉱床の周辺では，緑色凝灰岩は，黄鉄鉱の鉱染がはげしく行われて暗

黒色ないし暗灰色をしているが，さらに鉱体に近くたると，脂肪光沢をもっ

た粘土にかわうているO また閃緑岩の方は，比較的軟弱紅緑色岩にかわって

いるが，鉱体に近づくと珪化作用をうけて綴密な硬い岩石となっているO

緑色凝灰岩と肉禄岩との境の断層帯に怪胎する鉱床は，閃禄岩を下盤にし

緑色凝灰岩を上盤とする粘土脈であるO 関禄岩中に匹胎するものは裂鰭充填

型をとる黄銅鉱・黄鉄鉱・緑泥石・石英脈で，大体一定の鎚幅をもっている

が，母岩の粘土化がはげしい所では分岐してくるようであるO

x **・**牢

E 漂砂鉄(磁鉄鉱〕

わが国の砂鉄の生産は，大体，いままでは年間 100，000 tOIlていどであった

本 北海道地下資源調査報告として明年(昭和 29 年〉内に報告される予定であるが，概

報Lt，すで I:::' ，産業タイムスに発表しであるロ(産業タイムス Vol.8， No.7, 19ラ3 年，

昭和 28 年〉

ﾗ 第 21~第 23 図版(写真〉参照。

キ* 舟橋三男: 西南部北海道砂鉄鉱床概観

北海道地下資源資料 No.1 ， 北海道地下資源調査所 (1950，昭和 2ヲ年〉

北海道地質要報 No. 13(195Q ，昭和 2ヲ年〉

料* 斎藤正雄・大越寿市・中村光売・高田精一: 噴火湾を中心とせる、海浜砂鉄鉱床調

査報告 北海道工業試験場時報 Vol. 12, No. ラ (1946，昭和 21 年〉
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が，つぎに示すように，この

2, 3 年の間にな左ろくほど増

加した。とくに北海道の生産

は異常に増加し，昭和 27 年に

は，ついに全国産額の 8J%を

しめるようになった。
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昭和 24 年(1 949)

// 25 年(1 9ラ0)

// 26 年(1 951)

// 27 年(1 9ラ2)

とのように，昭和 26 年を境として急激に砂鉄の生産があがったのは，もち

ろん特需によるためではあるが，それとともに，砂鉄選鉱法，砂鉄焼結法の

改善など，選鉱必よび、製鉄技術が進んで利用度が大きくなったことと，鉱石

価額が立地条件からやすくてすむというととが幸したのである O

北海道の砂鉄鉱床は，噴火湾岸とオホーツク海岸とに賦存している。噴火

湾地帯のものはチグン鉄鉱をふくむことが少い(1 0% 内外〉が，オホーツク

海岸のものはチタン鉄鉱を 30% ていどふくんでいる O したがって，磁鉄鉱と

して利用されているものは，噴火湾地帯の砂鉄である O
本*本

噴火湾地帯の砂鉄については，舟橋三男，斎藤正雄・大越寿市らが，戦争

中に行った調査報告があるので， くわしくはそれらの報告書をみられるとよ

い。舟橋三男によれば，噴火湾地帯の砂鉄埋蔵量は，あわせて 2，000 ，000 tOll

ていどと考え，訓縫地区がもっとも有望，ついで蘭東地区，以下駒ヶ岳山麓，

色田半島，八雲地区であるとみている O

この地域は，いわゆる噴火湾砂鉄鉱床地帯の東縁部にあたっていて，舟橋

三男のいう蘭東地区である O 噴火湾西部地区の訓逢を中心とする地域にくら

べれば，砂鉄鉱の堆積は一般に貧弱であるが，鷲別岬から幌日 j川の河口にわ

たる海岸は，ヨf[縫から東ではめやらしく有望地帯として，古くから注目され

てきた。太平洋戦争中の昭和 18 年には，穴戸組蘭東鉱業所が，鷲 51 fJを中心と

*舟橋三男: 西南部北海道砂鉱鉱床概観
北海道地下資源資料 No.1，北海道地下資源調査所 (1950，昭和 2ラ年〉

北海道地質要報 No. 13(19 ラ0，昭和 2ラ年〉

紳 斎藤正雄・大越寿市・中村光夫・高田精一: 噴火湾を中心とせる海浜砂鉄鉱床調

査報告 北海道工業試験場時報 Vol. 12, No.5 (1 946 ，昭和 21 年〉
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田仰山駅Ii鉱山

富佐藤組境問山

1000 '2 0つ刑

第 20 国鷲別附近心砂鉄鉱山位置図

する海浜で採掘をはじめ，翌 19 年ーまでに 14 ，000 ton を日鉄〈現富士鉄〉輪西

製鉄所に送った。当時は従業員約 80 名で，無選鉱の部分だけを採掘するとい

うようた，きわめて原始的た生産を行っていたが，それで、も， 1 人平均の採

ホ

掘量は，冬期 0.5 ton ，夏期 0.7.......0.8 tOll であったという。敗戦後採掘は一時

中止されていたが，朝鮮動乱にともたう砂鉄プームはこの地域にもむとやれ，

宍戸組蘭東鉱業所が宍戸鉱業蘭東鉱山として再発足するとともに，北東鉱業

世 斎藤正雄・大越寿市・中村光夫・高田精一: 噴火湾を中心とせる海浜砂鉄鉱床調査

報告北海道工業試験場時報 Vol. 12, No. ヲ (1946，昭和 21 年〉
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北東鷲月fj鉱山・松田鉱業富岸鉱山・佐藤組幌別鉱山などが稼動，あるいは稼

行準備をはじめているO

まえにのぺたように，この地域の砂鉄鉱床の調査は，戦争中に，舟橋三男

と斎藤正雄らとが行っているO 鉱床は，汀線から 200 m--300m の範囲に，

海浜にそって鷲別から幌別川の河口にわたる間，約 6km の地域に発達する

砂丘中に濃集している O 砂丘は，北東部になるほど衰えるから，鷲別から宮

岸までの約 4km の間が，良好た鉱床賦存域である O

舟橋三男によれば，砂鉄は砂丘表層部には乏しいが，地表から 2--3m の

間では砂鉄層と砂層とが交互し，さらにその下位には，ほとんど磁鉄鉱だけ

の砂鉄眉が発達している O この部分が鉱床としてとくに有望で，無選鉄で磁

鉄鉱合有量 97.5 :3C: の高品位のものがあったという。

なt5-，まえまえから発表されているとの地域の砂鉄埋蔵量治よび品位は，

つぎにしめすようなものである O だがこれは，鷲別を中心とした海浜地帯の

ものだけであるから，幌別附近まで確認されている現在では，埋蔵量はもっ

とふえるのであるが，参考までにかかげた。

鷲別海岸砂鉄埴蔵量

調査者 l 調査;磁鉄鉱延長)幅 層厚[比重|賦存 l可採率可採鉱
|年次品位(?のぐ m) I(m) (rn)! J-lJ.!1'. I 鉱量ぐ t) I(ガ〕量 (t)

I lG4弓 90: 4,0001 201 0. ラ 3 .5 1 140 ，∞ 01
舟橋 |AJ ぷ__ .'HJ HI _J _J ____J

f (昭20) I ラ01 4,000: 20) 0.51 2.01 80,0001-V "VWI _VI V'_I _'VI W'VVVI

斎藤 I 1舛61 641300ldod26im 叫ラ 01 19 ，000
大越ら I (昭 21 〉! 241 パ州向 1.6: 2.0 110 ，叫仰 6，000

鷲別海岸砂鉄品位

l 調査|分析 l 分析チダ 1,'r#Z.& :c+.ilUA1r~_1 .'"*1_,-- /"\..1 酸化 i化合
調査者 l 年次 l 者 年次 l ニウム J 鉄!満俺[珪酸!硫黄!燐 i水分|石灰鉄 7k
舟橋 [194 ラ|日鉄 !194417614611l03691132FO O1310211284l094278404 ヲ|く昭 20)1 l./ll ./.ｫVjlV..I1jV.-'V./

1
l ...J.4.,/ ;V.V1...JiV.LJ1¥"'"'.VliV../V¥｣.l.U｣.l

1 日鉄 l J92lil 山和 29 1 8ωlo 叫 211l II
斎藤 1946 r1M.. I194411(1OAIt::l7 ,,;: ln QQO!Qaninnmln,)l:;ol

""， v 日鉄 I 16 月 1 10 . 94 1ラ 1.761°.389: 8.90;0.007Io.259i大越ら〈昭21)' ~ iJV¥I10}j I'v ,,/ r" , vlv,,/w! v o/ vlv ， vvT'~Ni

1 119布 I 9.94
1

55.24/0.378;7.1510.01710.286
1

日鉄 I 1 月 1 9・仰ラ 241°.3781 7.1 ヲ1°. 0171°.2吋 II
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つぎに，その地域で稼行中むよび、稼行準備中の鉱山について，ごく概要を

のぺる。

A 蘭東鎮山

鉱区

所在地

鉱業権者

胆張図砂鉱権登録第 37， 374, 37ラ， 431 号

胆張国幌別郡幌別町

神奈川県藤沢市南中通り 3 丁目 岡田 力

事務所は室蘭市鷲自IJにあわ採掘現場はそれから約 3km の幌別町内にあ

るO その間にはトラックを通やるO

大正 10 年に東京都の大石某が鉱業権を設定し，その後，昭和 18 年には室

蘭市の藤沢某， 19 年には函館市の宍戸秀設と，転々と移り，昭和 25 年に現

鉱業権者の所有になった。昭和 14 年頃から注目され， 18 年から 20 年までは

盛大に採掘して日本製鉄(現富士鉄)に売鉱された。戦後は休山していたが，

25 年 6 月から現鉱業権者の手で再開された。現在は従業員約 120 名で露.天

採掘を行い，湿式磁力選鉱機 2 台で選鉱し， トラックで富士製鉄に送ってい

るO 月に 4，000 ton---5,000 ton(F'c553-bていど)を生産している O

B 北東鎮業北東鷲別鍍山

事務所と採掘現場は，ともに鷲別にあるO 昭和 20 年 8 月登録，調査当時

(昭和 27 年 5 月〉は従業員約 20 名で露天採掘を行い，品位 90%以上のもの

を無選鉱で出し，それ以下のものは，天然乾燥または人工乾燥したものを乾

式磁力選鉱機で処理する計画であるO

C 松田鐘業富岸鎮山

事務所と採掘現場は幌JJlj町富岸にあるが，鷲別駅で下車するのが便利であ

るO 昭和 26 年 8 月から高品位の場所を無選鉱で採掘していたが， 27 年 3 月

から機械選鉱をはじめた。調査当時(昭和 27 年 5 月)は，従業員約 100 名で

表土から約 3m の下部のものを露天で手掘し，湿式選鉱機で処理していた。

1 日の処理原鉱約 100 tOIl，生産精鉱約 40 tOIlで，富士製鉄に送っているO

その後鉱況は衰えて，昭和 28 年末には廃山となっているO

D 佐藤組幌別鎮山

一男一



事務所は幌別市街に，採掘現場は幌)3lj と富岸の中間にある。昭和 26 年 5

月に着業し， 9 月に選鉱施設をした。調査当時(昭和 27 年 5 月〉は，従業員

約 40 名で表土から約 1.5m の間を露天で手掘し，湿式磁力選鉱機で処理し

ている o 1 日の処理原鉱 300 ton--350ton ，生産精鉱 60 ton--70ton で，室蘭

港から道外に送っている。この鉱床も，その後の鉱況は悪く，昭和 28 年末に

は廃山と友つでいる O

いままでのぺてきた，鷲日 lj から幌日 lj にかけての海岸地帯のほか， I幌~lj iJ':Iら

北の海岸でも，そこここに砂鉄の濃集しているところがみられる。だが，一

般に貧鉱で稼行価値は少いようである O たとえば，登別 jや虎杖浜の海岸に，

倶多楽火山噴出物のポンアヨロ浮石層の基底附近に，砂鉄があるが，厚さは

10cm ほどの薄いもので，稼行の対象に全くできたいものである C ただ，幌

別から北方 2km--3km までの間の海岸は，地形から推察して若干の期待が

もたれる O 最近聞くととろによると，報国砂鉄鉱業が，月産1， 500 ton を目標

にして，同志別的近で操業にかかるという。

阻石 材

この図幅地域の幌別 HI から東に広く分布している奇別泥熔岩は，石材とし

て方々で採石されて治り， μ斡別軟石けというて有名である O この泥熔岩は，

前にのべたように，岩質も厚さも一様でないので，採石場の位置は，採石条

件と搬出条件と，さらに，岩質と厚さとが加味されて決定されることに怠

るO 採石場のほとんどが，去を別を中心にして，ポンアヨロから蘭法華岬にか

けての海岸にあつまっているのは，とのためである o

紫紅色または暗青色をしていて，石山・島松・美瑛・美幌友ど，ほかの地

域の軟石にくらべて，岩質が硬く， しかも色が美くしい。しかも，採石と搬

出の条件がよく，消費地にも比較的近い。乙のように，よい条件がそろ 0て

いるので，北海道の石材資源としては，現在は勿論，今後に，最も期待され

牢第 24- 第 25 図版〈写真〉参照。
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2 洪積層

3 石材採石場。登
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第 21 圃石材ぐ登別軟石〉採石場位置図

く附・北ー鉱業中登別硫化鉄鉱採掘場 iI i. 置図〉

るところの I つである。

との地域の採石がはじまったのは，ひじように古くて，明治年代である O

その後は，中止されるようえにととも一時あるなど，消長をへて，現在にいた

ワている。調査当時(昭和 27 年 5 月〉は，札鉄工業株式会社のほか，道南石

材株式会社・北海道石材株式会社・北海道石材組合えにどのほか，数人の個人

業者が，登別を中心とする地帯で採石し，建築石材・間知石・墓石などを切

りだしていた。だが最近では，採石を中止した業者も為 3 あるようである O

いやれにしても，これらの採石場の多くは，ひじようにせまい範囲のとこ

ろに，ごちゃごちゃとあつまって治り，採石方法も，機械を使用していると

とろは， 1 カ所も危い状態である O この地域の石材を，ほんとうに資源、とし

て活用し，地方産業の発展をはかりたいと考えるのであれば、，これらの採石

場を総合し，採石施設を機械化して，経営の合玉里化と大量生産とによって，

コストの引下げをはかることが必要であろう。
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つぎに，稼行中の採石場について，ごく概要をのべれば，つぎのようであ

る。

A 登別鐸前附涯のもの

この地帯で採石しているのは，札鉄工業株式会社をはじめ，北海道石村組

合たど個人業者をふくめて， 6 業者であるO

く1) 札鍛工業

登別駅前の海岸に面した崖で採石しており，この地方の採石業者のうちで，もっと

も大きし、採石をはじめたのは，昭和 18 年で，現在は，従業員約の名で，火薬な使

って手掘している。主に間知石を採石しているが，月産約 20，000 個で，道内の各地 l亡

主主っている。

(2) 北海道石材組合

登別駅前の，ポンアヨロ側の海岸の昆を採石

して v 、る D 従業員約 10 名で，主に間知石を採

石し，月約 3，000 個を産 L て ν 、る。

そのほか，つぎ.のような個人業者が採石 L て

切

ν 、 00

業者名 i使用従業 J 月 産
|員 C名): (伺〉

田村 1 ラ 4，500
河川[ I 8 , 2,300

高見 8: 2,500

阿久津 151 4,500

B 裏山附近のもの

との地帯で，現在採石しているのは，野間だけで，阿久津・赤掘などの業

者は，いまは中止しているO

(3) 野間石材

昭和 6 年頃から，自己所有地で採石をはじめて現在に V 、たっている D 従業員 17 名

(うち臨時夫 14 名〉で，火薬を使用して手掘り L，月約 10，000 個の建築石材・間知石

などを採石して，炭蘭方面に送ワて ν 、たが，その後縮小し，昭和 28 年の末頃は，従

業員 lエラ， 6 名ていどに少くなって v 、る D

C 蘭法華附近のもの

この地帯では，道南石材株式会社・北海道石材株式会社た rが採石を行V '\，応るい

は，採石準備をして ν 、たが，現在では ν 、ずれも中止し，高移と ν み個人業者が， 5-6

名の従業員を使って，わずかに採石している。

、二の地帯は，前にのべた 2 ヮの地帯にくらべて，登別泥;溶岩が薄くなる傾向がある

ので，採石条件は劣る。

D 中登別附近のもの

この地帯で Lt ，宮本組が，倶多楽カルデラの外壁の岩石を採石して、 ι。現在のと

ころ，岩錐を採石できるので，比較的条件はよ ν、。宮本組が，発注に応じて採石して
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いたが，苫小牧および登別築港工事用として使われている主いう。首jの 3 者にくらべ

て，岩質は一段と硬く，援灰岩質でなくて安山岩である g

E そのほかの地帯のもの

これらのほか，登別温泉からカルルス温泉に行く途中でも，橘池;溶岩が道路の敷石

として利用されている D この安山岩などは，この地域が国立公園として十分な道路網

主完成されるためには，ぜひ着目されねばならぬものである。

IV 硫黄および硫化鉄鉱

登別温泉の地獄谷と大湯沼(隣接「徳舜瞥」図幅内)とには，現在盛んに

昇華硫黄と沈澱硫黄が生成されているが，国立公圏内のため，景勝を損傷す

るものとして地獄谷の硫黄は採掘を禁止されている O

このほか，川股鉱泉の奥で幌別郡と有珠郡との境に近い室蘭岳北側地帯

(隣接「西紋瞳」図幅内〕には硫黄の鉱染鉱床がみられる O また，中登 ))fj 附近

の奇別川河岸には，河段丘堆積物中に際として，硫黄鉱石と硫化鉄鉱石とが

多く集まったと ζ ろがあうて，採掘が試みられたが失敗した。

*A 地獄替および大湯沼の硫黄鎮床

地獄谷やよび、大場沼に硫黄があることは，昔から知られている。硫黄の採

取は，松前藩の時代にすでにはじまうたが，その後寛政年間には徳川幕府の

所領となり，幕府の直轄経営で盛んに硫黄が採取されたという歴史をもって

いるO 明治 32 年から押野常松がしだいに各鉱区を買受けてついに全鉱区を

所有し，大正 12 年 8 月から登別硫黄鉱山といって押野一族による合資会社

常盤鉱業所の経営と怠った。大井上義近は，大正 10 年頃の状況をつぎのよ

うにのべて，一定の計画で採取するととのできなかった様子を明らかにして

いるO

*第 27 図版(写真〉参照。

北海道石炭鉱業会: 北海道鉱業誌 (1934 年，昭和 9 年〉

鈴木醇・石川俊夫・石橋正夫: 登別温泉及び倶多楽湖 北海道地質見学案内書

第 2 輯く 1943 年，昭和 18 年〉

大井上義近: 北海道登別大湯沼産硫黄に就いて 地質学雑誌、 V01.28, No.338,

(1921 年3 大正 10 年〉

一男一



「夏季 1 日 15 噸の溶融硫黄を採取した日ありしが活動に消長あるため絶

えや所要の鉱量を得る能はや，一朝活気表ふれば硫黄の表面は間結して皮を

生じ大鉄棒を以ても穿孔する能はざるに至る。然れどもまた時期到達し噴勢

依復する時は再び溶融硫黄の湖底に出現するを見るO 主主し長期の間敏性を有

するものと考ふるを得んか。関色硫黄の一片を分析せし結果を挙げて参考に

供ぜんとすO 硫黄 82.893;; ・珪酸 8.07 %・鉄 10.33 3~ ・水分 0.80 %J

また北海道石炭鉱業会編:北海道鉱業誌(昭和 9 年〕によれば，昭和 6 年

頃の産額は右表のとゐりである O 一 「一一一
年次 l 産類

現在では，前にのべたように，地獄谷の方は採 l
昭和 6 年 i 原鉱 130 ton

掘が禁止されているので，大湯沼の方だけで硫黄 ク 7 年 I // 178ton

v 包 I // 289ton
が採取されている。だがたいしたものではたい。 ~l I"

大井上義近によれば，大湯沼の硫黄は黄色のものが少し灰色~鮪色のも

のが多い。形は球状・半球状・乳状・棒状・芋状などいろいろあるが，がい

して球状に近い中空のものが普通である O

B 幌別川上涜(幌別・有珠郡境附近〕の硫黄鍍床

隣接「西紋笹J 図幅内になるが，この図幅との境に近いので，参考までに

ごく概要をのペる。露頭は， J[[股鉱泉右沢を約 1，500 III のぼった右小沢の，

標高 700m の附近にある。

との附近には， 10 年程前から硫黄鉱石が転石として発見されていたが，調

査もほとんど行われないままに，硫黄鉱床があるといわれてきた。昭和 26 年

6 月から島根県人新宮一郎が所有し，新幌別硫黄鉱山と称して，調査当時

(昭和 27 年 5 月〕にはわやかばかり探鉱を行っていた。

附近の地質は， ワシペツライパ緑色凝灰岩層〈とくに，そのたかのプロピ

ライト〕と，それを不整合に命令ろ室蘭岳火山噴出物とからなる O

*このような中空硫黄は，北海道ではチセト湯沼〈ニセコ道立公園チセヌプリの南麓湿

本温泉，ラ万分の l 地形図には馬場温泉とかかれている〉にある D 国後島のポシトウ

がこの代表的なものとされており，宝沼型鉱床といって，早瀬喜太郎は硫黄鉱床のタ

イプを分類する基準に使ヮて ν、る。このタイプの鉱床で現在稼行されているものに

は，このほか，秋田県の御生掛温泉がある。
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鉱床は，室蘭岳火山噴出物中に怪胎するものであるが，とくに，最下部の

集塊熔岩と凝灰岩に優勢に鉱染しているO との鉱床は，室蘭岳の火山活動に

伴って形成されたものであるO 川股鉱泉右沢の上流側では鉱染作用がいちじ

るしく，鉱石も散在しているが，白川の上流側では，鉱石の転石もみられ扱

い。したがって，鉱化帯はかなり限定され，:Jti'よそ 250m2 範囲内と考えられ

る。

川股鉱泉右沢の上流で諜掘りしたところをみると，上盤は黄鉄鉱をふくむ

灰青色の粘土膚で，下盤は 1 em--2em ぐらいの小さ危純硫黄をふくみ，硫化

鉄鉱が鉱染している。原岩の構造はまだよ 「← 一
採取個所 s(ガ〉

く残っていて，集塊岩ないし角傑凝灰岩に |
溝掘の中 28.5ラ

鉱染したものであることがよくわかるO 溝掘附近の転石 l 27.81

参考までに，分析の結果を示せば右表の 一一一ー 一一一一
〈北海道大学理学部地質学鉱物学

ょうである o 教室松田俊男学士分析，ご好意に

C 中登別の硫葺および硫化鍍鍍 対して厚〈感謝の意をあらわず〉

設別川を河口から約 2.5km さかのぼったところにある O 投別川の河成段

E堆積物中の硫黄と硫化鉄鉱塊を掘ったものである O 昭和 26 年 11 月発見

し，翌 27 年 3 月から採掘をはじめたが，あとからのべるように，どだい鉱床

として掘れるよう友ものではないので，半年ほどでやめた。

鉱床だといっていたものは，前にのべたように，河成段丘堆積物中の硫黄

と硫化鉄鉱との鉱塊である O その様子をみると，地表から約 2m 下部に，厚

さ 3m ていどの粘土層があって，その中にふくまれている O 鉱塊の大きさは

1m より小さなものばかりである。

調査当時(昭和 27 年 5 月)は，北一鉱業中党別鉱山といって，かなり活滋

に企業化を考えていたらしいので，とても，鉱床などといって採掘できるも

のではないことを指示した。その後ほどなくやめてしまった o (第 21 凶参照〉

V 褐鉄鉱

ワシペツライパ川の支流になる白川や川股鉱泉右沢の中流老よび、上流の地
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帯には， しばしば、褐鉄鉱で、穆結された厚さ1.5 m 前後の現河床砂磯堆積物が

みられるO どれも範囲がせまし貧鉱で，分布も散らばって治り，稼行でき

るよう訟ものではない。だが，方々から合鉄泉が湧出しているから，調査を

徹底して行えば，稼行できるようなものもあるいはみつかるかもしれ友い。

百温 泉

温泉は，この地域の地下資源としてもっとも重要なもので，登別温泉と川

股鉱泉があるO

登別温泉を中心とする地帯は， 1具多楽湖をょうして支務・洞爺国立公閣の

1 部にふくめられ，景勝の地としてけん伝されるとともに，とくに規模の大

きい活火山爆裂火口の温泉として全国に名高い。
本

A 登別温泉

国鉄登別駅から約 6km 北北西にあり，パスで約 20 分で、到着する。このほ

か，室蘭市と苫小牧市からも，それぞれ直通パスが運行しているO

登別温泉は，倶多楽火山の西麓にで、きた爆裂火口の地獄谷と大湯沼とを中

心とする地域の硫気孔・噴気孔・湧出孔たどから噴出するガスと高温の溢泉

とを泉源とするものである。湯の量が豊か主主ことと泉種が多いこととは東洋

ーといわれてむり，北海道の最も貴重注医療資源、となっているO また，最近

では熱エネノレギー源としても希望がかけられているO

湯泉の湧出口は，地獄谷と大湯沼とのほか，温泉市街の附近にも 2， :3 の個

:t二ョウ-.:

牢 明治 13 年頃までは，数 10 尺に達する間歌噴気孔があって，熱海・鬼首温泉主ともに間

歌噴温泉として有名て・あった〈石川成章: 北海道登別組泉に就いて地質学雑誌、 9.

明治お年， 1902 年〉が，明治 34，ラ年頃には，わずかに 30cm-60cm の高さに減L"，

大正 IO 年頃にはほとんど水平上に昇騰しないようになった。〈大井上義近: 北海道

登別温泉大湯沼産硫黄に就ν 、て 地質学雑誌 28. 大正 10 年， 1922 年〉

その後，第一滝本館の中庭〈当時は新館増築前のため後庭で‘あった〉で，撃井した主

ころ，間欺的に噴泉したロその時期 11昭和 7 年-8 年の間約 I 年で，高さは約 7m に

達した o (福富忠男: 登別湿泉問欺泉の観測北海道地質調査会報告 10. 昭和 14 年，

1934 年〉

でた，最近地獄谷の異変が起るまでiエ，地獄谷の入口附近に問歌泉がみられたが，今

ではこれもみられないロ
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所があるが，利用されているのは地獄谷のものと温泉市街附近のものとであ

る。利用されている全湯量は，昭和 14 年 11 月 10] 日の測定によればほほ、 42

*l/sec で、，その約 753{;は地獄谷から供給されていたという。 この豊富な地獄

谷の湯量については， 1具多楽湖の伏流水によるものではないかと考えられて
ホ*

いたけれども，昭和 14， 15 年の調査で関係、のないことが明らかにされた。

***a 地獄谷

地獄谷は，長径が約 450111 の西に聞いた爆裂火口で，小さた爆裂火口・噴気

孔・湧出孔が多数あつまってできている O 附近の岩石は， 1具多~火山噴出物

の育日 u泥除岩・ポンアヨロ浮石層から怠っているが， {品泉ゐよぴガスの影響

で分解し，加しよう友褐色または黄色の岩石にかわり，くわけが困難である。

地獄谷は，昭和 2G 年の秋頃から様子が一変し，地獄谷の入口(最も温泉市街

に近いところ〕附近に噴気孔が移動して，前には最も活動がはげしかった奥

地獄附近は，ほとんど活動を休止した。この活動の変化の状態については，

同年秋，北海道大学の福富幸治・石川俊夫の両教授が調査を行っている O そ

れによっても， 1 つの爆裂火口内での泉源の活動であるから，いまのととろ

ヰ***

心配は左いとされている O

たjh T売別温泉については，石川貞治・石川成章・納富重雄・大井上義

近・問中館秀三・坪井忠二・福宮忠男・石川俊夫・奥野久輝・太秦康光・碇

山昇・鈴木醇・石橋正夫など多くの地質むよぴ化学関係の人達が，古くから

*鈴木 醇・石川俊夫・石橋正夫: 登別温泉及び倶多楽湖 北海道地質見学案内

書 No.2.

料 昭和 14 年日本製鉄(現富士製鉄〉が倶多楽湖 J)71\: を使用する計画があづた際，倶

多楽湖の 7k 位主地獄谷の i勇出量との聞に関係があるとして問題がおき，北海道庁土

木部河川課では調査を北海道大学理学部地質学鉱物学教室に委!属した左 v、ぅ。そ

の結果，湯の量が多い左自然湯の温度も高くなければならないはずである D にもか

かわらず，登別の場合は逆に湯の量が多くなる主温度が下るこ主が明らかになり，

この場合はたいて ν、，雨季玄たは融雪時で沢の 71d~ 影響しでいた口したがヲて，地

獄谷の湯の量は，奥地獄に流れこんでくる 2 すじの沢 7k によるもので，この沢 7k が

地獄谷を通って流れ下る聞に， I噴出ガスに暖められて混泉になうているこ左がわか

った。

料* とびらおよび第 26 図版〈写実〉参照 D

牢料* 石川俊夫の談話による D
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調査研究を行っているので，詳細はこれらの人達の文献を参照されることを

希望するO

*b 大湯治

大湯沼は，地獄谷の北方にあって噴煙をはいている日和山(隣接「徳舜瞥」

図幅内〕の南麓にできた爆裂火口で，黄白ににごった湯をたたえているO こ

の湯沼の 1 部は「徳舜f皆」図幅にふくまれるが，湯沼の長径は 300m で、短径

牢ホ

は 200m である。湯の温度は，大井上義近によれば，水面は 40°C--50°C で

あるが， {栄所は 7iJOC--90°C で、あったという。大湯沼からは溶融硫黄を採取

しているが，それについては前にのぺた。

***c 倶多饗 i朝

イ具多楽湖は，美しい陥没火口湖(カルデラ〕で，火山学的にも観光上から

も，登別温泉とは切りはなして考えることのでき危いものである O

設別温泉の東方約 3 kI同国鉄登別駅の北方約 5km に位置している O いま
*キ牢*

は，予別温泉から南の湖畔の中尾日Ij荘跡まではパスが通っている O

倶多楽湖にてコいては，大正 14 年に田中館秀三がくわしい調査報告を発表
牢*キ**

している O 興味をもたれる方は，原書を参照されることを希望するが，つぎ

にその内容の概要を紹介する。

倶多楽湖は，イ具多楽火山の陥没火口湖で，標式的に円形で摺鉢状を呈し，

わが国の湖のうちで最も規則正しい円形のものとされている O ま?と，陥没火

口に普通えに補足噴火を欠く一例としても有名で、ある O 半径1. 2km の小さな

湖で，湖面は 279 In, i胡の深さは最も深い所が 146.5 m であるから，湖底面

の海抜標高は 132111 であるO しかも，湖の環壁の最高部は 532m であるか

ら陥没の最大は tOO m 以上に在る。水温は，湖の表面では変化がはげしい

車第 27 図版〈写真〉参照。

料 大井上義近: 北海道登別温泉大湯沼産硫黄に就いて 地質学雑誌、 28 く 1921 年，

大正 10 年〉

料キ第 28-第 29 図版〈写真〉参照。

*村* この道路は，近いうちに中登別支で完成するはずで開さ〈中である。完成すれば

観光用循環道路としてしたし玄れることであろう。

料仲* 問中館秀二: 北海道火山湖研究概報北海道庁。(192タ年，大正 14 年〉
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が， 10)m 以上の深部では常に 4°C で変化が取かった。結氷は概して毎年 1

月 20 日頃で， f~予氷は 4 月下旬である O

この湖でも，古くから養殖事業が計画され，明治 42 年十和田湖からヒメマ

スの卯 100 万粒を取寄せて瞬化し放流したのにはじまる O 翌 43 年から毎年，

十和田湖と支勿湖とから 100 万粒やつもりできて勝化放流し，大正 4 年から

天然解化にまかせたという。しかし，いまでは当時湖の南岸にあって養殖事

業を経営された中尾氏の別荘も，養鱒所もなく，昔をしのぶよすがもたい。

た.:t-，氏の iMIJ 量:による倶多楽湖の形態を示せば、つぎのようである O

! 宅 |湖岸の|
火口の大きさ |湖の大き」 |凸凹| 湖の深さ !湖の(湖町

I-E'..1.<vI=:W. ;..Y.--:'<"", I_~.L <vI 噸語線|ー | 一平有 j 水量|海抜方
最大筏|最小径|面積|最大径(最小径|面積|の長さ|測深|最深 深度 (km勺|高
(km)I(km)I(km2

)(km)I(km)l(km 2 )1 くm〉)点数 |(m 〉 <nO1 I [SCm)

3.50 , 3.1O[ 8.53 2.441 2.28! I7.90 181 146.51 105.0 0.4ラ 6: 279
北北西北北東| :北西|東西

B 川股錆泉

この鉱泉は，幌別川の支流ワシペツ
0.00582gグローノレカリウム

ライパ川の上流に位置し， I幌別市街か クロールナトリウム 0.00969 ラ

ら約 12 km ，幌別鉱山岩ケ崎坑から約 硫酸ナトリウム 0.2187

4km である O 泉温は 20°C 前後で，無
硫酸カルシウム 1.339

重炭酸マグネシウム 0.01706
色透明友微弱アノレカリ性である O 昭和

重炭酸カルシウム 0.02962

14 年厚生省東京衛生試験所の分析結
重炭酸亜酸化鉄 0.001426

果によれば，石膏性苦味泉に属し，消 硫酸アルミニウム 0.007208

化器障害・神経疾患・皮膚病友どに効 棚 酸 〈メタ〉 0.004795

用があり，鉱泉 1 kg 中の塩類は右表 珪 酸 〈メタ〉 0.036 ラ7

のようであるという。
之E3』 計 1.668
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あとがき

1 この「合目Ij温泉」図幅にふくまれる地域は，地質学的には西南北海道

にふくめられ，その東縁部に当っているO

したがってとの地域は，新しい時代の火山活動が活j設に行われて，その所

産である泥;取岩や砕屑岩類によって広くかっ厚く止命われているにもかかわ

らや，削剥の進んだ、地干rr (幌別川上流〕には，中新世司f/捲期の地層があらわ

れて，西南北海道のタイプを象徴する金属鉱床(銅・鈴・亜鉛たど〕が怪胎

し，明治の末から大正の初めにかけて盛大に稼行された歴史をもっているO

そして今後に対しても，より系統的に調査を進めて行けば、，まだ期待がもた

れそうであるO

2 しかし， この地域を特ちょうづけているものは，やはり校日Ij温泉であ

ろう。湯量が多く，泉種が豊富なことにかけて，東洋一といわれるこの温泉

は，地獄谷の長f品とともに，たしかに圧倒的で、あわ医療資源として大した

ものであるO そして最近では，このありあまる湯の iまかに，熱ヱネルギーの

利用も真面白に考えられているということもつけ加えて者こう。

:I T2 別溢泉を中心とした地帯の，温泉・火山・カノレデラ湖そして見事な

段丘地形の組合せば，つぎのようなことを私達に物語っているのであろう。

この地域は，それは浅い海ではあったが，いく度かその下に没して，削剥

と堆積とが行われ，火山は勢よく火をふいて熔岩を流し火山灰を降らせ，そ

してその反作用として陥没してできたカルデラには，いつか刀くが?とまって

湖水とたった。というようなことが，地質学的な物差でいう昔?に，長い時間

をへて行われ，このよう左大山活動の，現在への贈物として，日和山からは

いぜんとして噴煙があがり，豊かな党別温泉の湯はっきるととがないのであ

る。

4 また，鷲jJU を中心とする海浜地帯の漂砂磁鉄鉱と，登日Ijを中心とする

*ぃ主から，大体ラO 万年な ν 、し 100 万年ほ(:" HiTの，洪積世といわれた頃。
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HII

干

，掌

図人間処

石材ふとの地域として，ほとることのできる資源である O 前者は，噴火湾

地帯では，ヨ II 縫以東にめす=らしく鉱量の見込まれる所として有名であり，後

者は，登別泥熔岩を採石しているのであるが，登別軟石といって，紅紫色の

美しい色調は，ほかの地域の，この種石材の遠く訟よばないととろである O

5 上にのべたように，登別温泉を筆頭にして，西南北海道に普遍的危銅・

鉛・亜鉛などの金属鉱床， ;jなよび砂鉄・石材主主ど， この地域の地下資源、は，

*比較的豊かで、あろう，と考

えられるに反して，農耕地

帯として考えた場合には，

全く恵まれて治らたい。道

は，札内を中心とする地帯

約 1，400 町歩を，入殖開拓

地として計画しているよう

であるが， もし，それを完

全に実行しようと考えるな

らば，つぎのような営農上

の不利を克服しなければ、な

らないので，充分な施策と

覚悟とが必要で、あるO

第盟国札内附近の入殖計画地

(a) 気候がきわめて悪 ν 、。

夏季には太平洋を洗う親潮

と黒潮との影響をうけて，

海霧がはげし」、ことは，農耕地帯として，決定的に不利な条件である口

(b) この地域を構成する土壌は，有珠岳や駒ク吾な rに由来する火山灰で腐植土はひ

ピように少 ν、。このような火山灰地の営農が」、かに困難なものて‘あるか lむよく知ら

れている。

* これを具体的に開発にぎで進めてゆくためには，今後，詳細な地質構造と鉱床の調査

を行ν、，電気探査さらにはボーリ Y グをも併用して，鉱床の性格と規模とをつかむこ

とが，玄ずかんじんて・ある。そうすれば，経済的な価値は，おのず、から明らかになっ

てくる。
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(c) 段丘砂礎層がかなり広〈分布しているが，良好な滞 7k 層になることのできるよろ

なものではな u 、 o L かもその下部には，泥熔岩が発達しているから，水利の便はびピ

ように悲， v 、。*

6 そしてこの調査によって得られた最も大きな成果の 1 つは，北海道の

第四系の層序樹立に，いささか貢献できたことであろう。

この調査によって，この地域には，洪積世前半の7.K成堆積相をしめす地層

(設別層)と，高位・中位・低位の各段丘堆積物が，広く発達していることが，

はじめて明らかにされた。そしてそれらとの関係から，いままでは， 1 つのも

のであるかもしれないと考えられていた登別・支勿の両泥熔岩は別物で，し

かも不整合関係、にあることがわかった。 しかも，登別泥熔岩が溢流したのは，

洪積世前半のほ段、ギュンツ~ミンデノレ間氷期であり，支勿泥熔岩が溢流した

のは，洪積世後半のほほ、ウ Jレム氷期の頃であったと考えられるO このように，

その聞には，ひじように大きな間際があったのである。

このようなことがらが究明されたととは，北海道の洪積世の研究を進めて

ゆくうえに， 10の手がかりを与えたのである。

つぎに，この地域で地質学的に問題にされるであろうと考えられる，若干

のことがらについて，少しく説明と見解とをのべて論じたい。

地形に関連して

室蘭岳・鷲別岳の稜線を境にして，南北でみられるいちじるしい地形的整

具についての疑問を，しばしば耳にした。

これについては，つぎのように考えているO

1) 削剥・侵蝕度の差によるものである O す危わち，

a) 室蘭岳火山噴出物，ことに基底部の室蘭岳集塊岩層の分布・厚さの差による比較

的堅い集塊岩が，南 I'こ，広く厚〈分布しているのに反して，北に 11:，薄く少い。

b) 第四紀の登別居の項でものべたように，この地域では，登別層堆積後の地塊隆起

運動量が，北で大で・ある。このことも，北側でその後の侵蝕の速度をうながして ν 、

本 だが，来馬川上流では泥熔岩の下部にくるラシポーゲ浮石層は，砂層にかわヲている

ので，この地層にはいれば地下水はあるものと思われる D したがワて，現在は飲料水

だけを来馬川の上流からひいているが，これだけでは，今後入殖がヮづけられれば当

然不足してくるものと思われるので，詳し〈調査することが必要であろう。
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るのではな ν 、かと考えて ν 、る。

2) 南側が，なだらかた丘陵台地をつくっているのは，段 Eの発達による

ものであるが，これに反して北側には， この段丘の発達はみられたい。これ

が地形差をめだたせているようである O

また，幌日 fj 川から東の地域には，美しい段丘面が形成されて治り，地形の

項でのぺたように，海岸から奥地にかけて， 大体標高 50""'100 m ・ 200m ・

300--,350 m の 3 つの面がみとめられる O そしてその訟の訟のには，段丘堆積

物をのせてむり，その段丘面は，犬塚誠之助の Dl mY ・ DUl 面・ DU2面に，そ

れぞれ対応するものであるとした。このととは，今後も危ゐ，吟味を必要と

するとは思うけれども，現在のととろ，無難な結論であろうと考えている O

幌別層に関連して

1) 幌別層中の機岩層について

ワシベツライパ緑色凝灰岩層は，閃緑岩あるいは緑色凝灰岩の上に発達する磯岩層で，

上部と下部にわけた口だが露出が不充分で，機岩 [12 個所〈蔭の沢鉱山・ポンヲシベツ

ライパ沢入口附近〉で，わずかに発見したにすぎないし，厚さも1. 5 m 前後であった D

したがって，この傑岩層は局部的な Jit 積物であると考えて，一応，ワシベツライバ緑色

凝灰岩層に一括した D

しかし，この際岩層が，この図幅の緑色凝灰岩屑の地域全般にわたって分

布しているかどうか，ということは興味のある問題であり，しかも， もしそ

のことが明らかにされてくれば，層位的危らび、に地史的にも，影響をむよぼ

すのではたいか，と考えている O

ちなみに，いわゆる訓縫統に対比される緑色凝灰岩中に，礁岩がみとめら

れている例は，この図幅のほか，定山渓図幅内でも土居繁雄にょうて指摘さ

*れているO

鷲別砂磯麿に関連して

鷲別砂際層は，凝結状態と，第三紀の岩層の岩片を円礁としてとりこんでい

ことから，第四紀の堆積物と考えて，沿そらくあやまりはないであろう。し

かし，東部地域に発達する倶多楽火噴山出物・登日lj層との関係は，まったく

*土居繁雄: ラ万分の l 地質図幅説明書「定山渓」 北海道開発庁 (1953，昭和 28 年〉
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不明で、ある。との点の究明を，将来の調査に期待したい。

われわれが，鷲別砂磯層を，いち拾う，倶多楽火山噴出物の基底部に対比

し?と理由は，つぎのと治りであるO

1) 鷲別砂磯層の上にのる室蘭岳火山噴出物が，倶多楽火山噴出物あるい

は責別屑と同様に，高位段丘面で，削剥侵蝕されている点から，鷲別砂探層

は高位段丘以前の堆積物であることは，明らかである O

2) 鷲別砂際層から推定できる堆積環境は，東部では，倶多楽火山噴出物

の各岩相，ゐよび校日 rj 屑にもとめることができる O

3) 鷲別砂陳層を登別層に対比した場合には，鷲別砂磯層の上にのる室蘭

岳火山の砕片抽出物が，立別居中か，登別層以上の地層中にみられるはやで

あるが，図幅内では，まったくみることができたかった。

4) 鷲別砂磯屑の上にのる室蘭岳集塊岩層中には，設別泥熔岩とまぎらわ

しい泥熔岩岩相がみとめられた。これが，登 JjI1 泥熔岩の一部で、あるかどうか

明らかでないにしても，登別泥熔岩の活動時期と，ほほ‘同じ時期の産物と推

定できるので，鷲別砂磯屑を，一応登別泥熔岩の下位に対比した。

5) 地形的にも，室蘭岳火山群は，比較的関析が進んでいて， (第 23 凶参照〉

古期洪積世と考えられる O したがって，この火山群噴出物の下にある鷲別砂

機層は，さらに，古いものと考えた。

室蘭岳火山噴出物に関連して

1) 室蘭岳火山群の火山活動を明らかにするためには，基底部をつくる室

蘭.岳集塊岩層の詳細な調査研究を，欠くことができ註いようである O

この集塊岩層は，前にものべた-'-う!こ，少〈主もラ種の岩相にわけられ，概念的には

第 7 図のような，かさなリをもって ν 、るようて・あるが，おのおのの分布は，つまびらか

にすることができなかヲた。この分布が明らかになれば・，あるていど，噴出活動源主推定

することができ，この集塊岩層後に噴出した熔岩類の噴出源が， r のような位置をしめ

るものかが推定され，火山学的に興味のあることと考えられる。京た，下部の集塊岩から

上部の熔岩にわたって，岩石学的な究明を行うこともなおざりにはできないで・あろう。

これに上って，室蘭長火山群の岩石学的変遷を推定できるのではないだろうか。

2) 室蘭岳・鷲別岳・ 462m 山な c.' ， 三つの火山活動は，厳密には，時期
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的には多少のやれがあるようであるO

たとえば，地形的に， 462m 山には， I日火口とみられるスリパチ型の問地がのこワて

いるが，室蘭岳や鷲別岳には，火口らしいものは残っていな u、。したがって， 462m 山

の活動は，他の 2 つの山上り，ゃべり遅れたものであって，佐藤・沢田ののべているよう

な寄生火山牢であるかもしれな v 、。

登別泥熔岩に関連して

登別泥熔岩の噴出源、は，最近になって，石川俊夫によって倶多楽湖であろ

キホ

うと考えられはした。だが，それを説明する具体的危事象や層位学的関係-

h噴出時期をはじめ，従来から同じものかもしれ泣いとされていた支勿泥熔岩

との関係など，すべては未解決のまま残されてきた。筆者らが，この説明書

の発表に先だって，とりあえやこの問題にかぎって報告したのも，そのため

‘であった。つぎに，若干の説明を加えたい。

1) 致別泥熔岩に対する従来の認識について

登別地方の地質{土，昭和 14 年深谷龍太の調査をもとにし，鈴木醇・石川俊夫・石橋 E

夫によって，上部から大略つぎのようにわけら

""', I (中積層および火山灰
れてきた。すなわち，氏らは，登別泥流は，後

0-- 2 登別泥流

倶多楽火山の噴出と考え，その噴出源について
3 日和山熔岩

は不明主されて u 、た凸だが，この泥流の分布が，
4 倶多楽北山:情岩

{Ii多業火山の東・西・北側の周縁主因み，東西
5 'f見多業中央火山岩屑堆積物

両側にお u 、ては広 ν 、高原j也三構成して洛岸にお
げ，-. 6 倶多楽中央火山噴出物

よんで ν 、て，樟前山南方の台地主も続u 、
7 倶多楽西山噴出物

ようにみ・えるので，支坊泥流の i 部かもしれな
8 橘池・ポ γ トコ熔岩

ぃ。また，厚さヂ岩質も P かならずしも一様で
9 丸山熔岩

はなしとくに厚さの点にお ν、ては，登別温泉 一一一 一一一 一

紅葉谷附近では 100m を越えるが，登別から幌別よりの蘭法華，ij甲附近になると数m に

なるというように変化がはげしいため，当時の地形に支配されて低所ま埋めた，主考え

て，登別地方で最も新しいものとされた。

その後，石川俊夫は，この泥流は倶多楽湖の陥没前にその中心部から噴出したもので，

倶多楽湖の陥没は，この多量の泥流が噴出した結果である主し，一応，支坊泥流とは別

草 佐藤文男・沢田義男: 鷲別岳附近の火成活動にづいて新生代の研究 No. 13(1 952,

-昭和 27 年〉

ヰ本石川俊夫: 北海道の火山 室工大地学研究 Vol. 2, No.2(1951 年，昭和 26 年〉
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個のものと考えた。だが，これを説明する具体的な事象・両泥流の層位学的関係・登別

泥流の倶多楽火山にお ν 、て占める位置な rについては，前にのべたように，いぜん明ら

かにされずに現在におとんでいる。

2) 登別泥熔岩の層位学的位置について

登別泥熔岩 l土，ぃ主主で 'Lt ，登別地方で最も新しいもので，支坊泥熔岩の 1 部でなか

ろうか〈別のものと考える人もあったが，噴出の時期は，ほぽ同じ頃であるとして，誰

も援わなかった〉と，考えられていた D

だが筆者らは，ァ k成堆積相て・j;)る登別層(砂岩・頁岩からなる〉がこの地域に広〈発

遣すること，および 3 段の段丘堆積物が存在 L，これらがともに，登別泥熔岩を不整合

におおっていることを指摘し 1* 大塚称之助の DI 面・青木簾二郎・田山利三郎の T 面

〈多摩面〉形成以前， ほ V~· ギュ γ ツ~ミシデル間氷期に j益流した下部洪積世の所産主考

え，いままでの考え方を全面的に否定した。

3) 登別泥熔岩の(具多楽火山に沿いてしめる位置にういて

倶多楽火山は，ぃ支まで :i~ ， 西山・中央・北山の各火山から構成されており，登別泥

熔岩は，これらの火山とは関係はないとされていた。料だが筆者らの調査によれば， ν 、

ままで倶多楽西山熔岩でできているとされてきた 549m 山は，登別泥熔岩から構成され

ている。また，倶多楽中央火山といわれたものも，そのほ主ん E頂部支で， 1i1~片抽出物

と火山砂とが美しく成層してその聞に，数枚の熔岩を介在しているものであり，その山

麓を形成 L て発達して u 、るとされた，倶多楽中央火山岩屑堆積物は，ごく新しい岩錐堆

積物と考えられた口***したがって，前者を登別泥熔岩にふくめ，後者をそれぞれ，虎杖

浜火山岩屑堆積物・岩錐堆積物と u 、 ν 、，岩錐堆積物をのぞいもこの地域に広〈発達す

る倶多楽火山に関係すると思われる他の砕屑岩層料料主ともに，倶多楽火山噴出物とし

て一括 L，つぎのように区分した D

そして，登別泥熔岩を，倶多楽火山の主要な構成員と考えたのである D

*段丘堆積物については，主ったし北海道大学浜正雄博士のご指摘によるものであ

ったことを明記 L，厚〈感謝の意をあらわず。

林 石川俊夫は，登別泥熔岩の噴出源を倶多楽湖と考えているので，当然倶多楽火山と

関係さぜているのであろうが，その関係主明らかにはして」、な v 、 D

料率 f具多来北火山といわれているものは，図幅外であるため，今回は調査しなかったの

で，明らかにできなかワた D しかし，この地域には，標高 400m 附近に主で，段

丘堆積物が広〈発達していること，および，西山・中央・北山といって倶多楽湖の

壁をなす火山の頂部が，不思議なほど標高がほとんど、同ピでP 遠くからながめると

一線にづらなっていること。支た， i具多楽中央火山といわれた山麓部に発達するも

のは，新しい岩錐堆積物であること。な r を併せて考えれば，残丘でな ν、かとみら

れる点が少くな」、。

料材 ポンアヨロ浮石屑およびラ Y ポーゲ浮石層。
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設別泥熔岩の噴出源について

登別泥熔岩I:;: ， 倶多楽湖畔になると熔岩流のような性状にかわり，厚さも増すもので，

倶多楽湖在中心としてほぼ円形に拡がうて」、る。大体このような二とから，倶多楽湖が

噴出源であろうと考えてν 、る。これについては異論もあって，太田良平はカルルス盆地

であろうとしてν 、る汗その主な論拠として，カルルス附近の標高400-500111の所支で

泥熔岩が分布していること，久保内附近の胆振線沿線にも泥熔岩の分布L ているこt.:，

な c" k ;J;，げているようて‘あるが，これに対してつぎのように反論したu 、。

カルルス附近の高」、所玄で分布すると」、われるが，倶多3~湖畔のヲ49m 山 i工登別泥J溶

岩て・ある。すなわち倶多楽湖近くで標高ラOOm を越える所支で分布しているが，太田の

カルルス附近の高い所というのが，大体500111 てい r のようで・あるから，カルルス附近

4)

の方が低くなるわけで・ある。

胆振線沿線にも泥熔岩が分布 L ているといわれるが，はたして登別泥熔岩主同じもの

か r うか。こういうものを決定するには，充分に迫跡して層位関係を明らかにしたのち

でなければ，危険で、あるロ筆者らは，壮瞥から洞爺湖にぬける山道で 3 小山内県特によっ

て滝の上熔岩といわれたものの下部にくる石英粗面岩を，泥熔岩とみて u、る。支た，藤

原哲男林事は大滝村本郷附近で，支坊泥熔岩の下部に不整合 iらさらに i つの泥熔岩の

あることを明らかにしたが，これが，上にのべた壮瞥のもの・とびじようによくにてし、るの

である。一一ーしかし，これも充分迫跡して，屑位的に明らかにしなければ，同じか r ぅ

日万分の l 地質図幅説明書「徳舜瞥」地質調査所(昭和 29 年刊行の

洞爺湖西部および西南部の地質 北大理学部地質鉱物学科修論 1949.

9 万分の 1 地質図幅説明書「壮渓味」 北海道開発庁〈昭和 29 年刊行
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かわからなし、が， ~かくも岩質的には同じである。一一司

5) 登別泥熔岩と支勿泥熔岩との関係、について

登別泥熔岩と支坊泥熔岩主の関係が不整合であることは，すで i 二土居繁雄元; r白老 J

図幅のなかでのべて ν、る。だが，登別泥熔岩の模式地 l~t , この図幅内の地域であるから，

具体的な例を示して，その関係をのべてお〈。

この地域には，登別泥熔岩をふくめて，その上位には「登別層」と名づけた 7~成堆積

相を示す地層が，広〈発達して」、る口そして，さらにこの登別層を不整合におおって支

妨泥熔岩(この地域では浮石層主なってし、る〉がのっている。前者の関係がびじように

よくわかるのは，登別温泉から倶多来湖に通ずる道路でふり，後者の関係が明らかに観

察できるのは，アヨロ部落から登別に向う道路である。

しかも，登別泥熔岩は高位段丘;Lit積物く磯層〉におおわれて v 、ることから，洪積世前

半〉ほ yf'ギェンヅ~ミンデ冒ル問氷期〉と考えられる。これに対して支坊泥熔岩l土，土居

繁雄がのべているように，下位段丘礁周堆積中のある時期に括主流したと推察される現象

が，この地域でもアヨロ附近でみとめられたロ土居繁雄は，その溢流の時期を武蔵野形

成期くほぼウルム氷期〉と考えて，洪積世後半主している*が，筆者の資料からも，令く

同感である D

すなわち，登別泥熔岩は，い主支では，支坊泥熔岩の続きであるとか，あるいは別個

のものにしてもほぼ同時期に溢流したもの，主考えられてきたが，その聞に 1J::，ひじよ

ろに大きな間隙がある。

6) 致別泥熔岩噴出期の環境について

これにつ u、ては，前にくわしくのべたよう!日登別泥熔岩をはさんで，その下部と上

部にくる倶多楽火山の構成員が，ともに分級作用をうけたり，偽層がみられたわ岩層

の変化が水平にも垂直にもはげしかったりして u 、るので，海水の影響をかなり強くうけ

ながら，きわめて浅 ν 、汀線て u 、どの所に溢流したものて‘あるこ主がうかがわれる D

本 土居繁雄: ラ万分の l 地質図幅「白老」 北海道地下資源調査所く 1953 年，昭和 28

年〉
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EXPLANATORY TEXT

OFTHE

GEOLOGICALl¥fAPOFJAPAN

Scale 1:50,000

NOBORIBETSUONSEN

(Sapporo-61)

By

MASAYUKISAITO, HIROSHIOSANAI

andSUMJTOSHISAKO

くGeological SurveyofHokkaido)

Resume

ThesmalltownNoboribetsuliesmidwayontherailway-linefromCity

Tomakomaitol\furoran, facingPacific. Thehot-bath-resort,“Noboribetsu

onsen"issituatingatabout6km.NN¥Vfromthistown, alongNoboribctsu

river,whereisquitefamousnotonlyinHokkaidobutalsoinJapan, owing

itsvastsupplyofhot-waterfromtheexplosioncraternearby. This

geologicalmap>entitledasNoboribetsu-onsenanditsJapaneseexplanatory

te 玄t dealswiththetopography, generalgeology, andmineralresourcesin

thearea, betweenthewest-eastlinethroughNoboribetsuonsen, andcoast

line, andatthesametimeintheareaeastwardfromthe line, longitude

1410 E.

Geologicallythisdistricthadbeeninvestigatednotindetai]unti-lthe

timewhenwebegantosurvey. ThereWereonlyafewcontributions

concerningthegeologyatquitenarrowarea, surroundingthehot-springof

Noboribetsuonsen;howeveritbecametobeneccessarytorevisetheformer

reportsinmanyrespect, judgingfromourresultsnewlyobtained.

The 五eld workinthisdistrictwasstartedbyusinsummerofthree

yearsago, sincethenwehavebeenoccasionallythere;thetotalsumreaches

about75daysforeachgeologist. Thisgeologicalmapandtheexplanatory
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textistheoutcomeofthose 日eld works.

1 Topography

Thisdistricttreatedinthistextmaybetopographicallydivisibleinto

thefoJJowingthreedistinctregions;aluvial plain, elevatedplateauand

mountainousrt'gionrespectively. Thealluvialplaindevelopstypically

alongthecoastlineandalongtherelativelylargerivers, suchωHorobetsu
andRaiba-river. Thedepositsfilledupthealuvialplainsωmprise sand

andgravel, besidesthepeatyaccumulationsinthecoastalplainandsand

ofsand-dunesalongtheseaーcoast; therearealsooccasionalydeveloping

placerironsalongthe sea ーcoast ， whichareworkedat prεsent inafew

localities, especiallynear'VashibetsuandHigashi-muroran.

Thesecondregionrepresentingbyelevatedplateausisoccupyingthe

mainpartofthissheetandwhereisgeologicallycomposedmainlyofvarious

kindsofformations, Pleistoceneinage. Itmustbenotedthattheplateaus

mentionedabovearealsodivisibleintothemainthreetypesbeingdifferent

inaJtj tude, thelower, middleandhigher, respectively. Thelowerelevated

plateaus (orthelowerterraceinthelegendofthegeological ll1ap) are

traceablealongthecontourlinesbetween50to100ll1. themiddleones

occupyanareaabout200ll1. high, whilethehigheroneskeep800to850

ll1.; oneachsurfaceofthoseelevatedplateausweseealwaysgravelbe の，

variableinthickness.

Themountainousregionoccupiesthearf'aofNOl廿 lwestern cornerof

thissheetaswellas theareaofMt.¥Vashibetsudake where arcmore

dissectedbyerrosionsthantheotherregionsandshowmuchcomplicate

reliefs. ThoserC'gionsaregeologicallyconsistingmainlyinTertiaryrocks

ormuchdissectedvol ぞanoes incarlyPleistoc~n inage.

2 Geology

ThebasementcampexofthisareaDlaybereprC'sentedbytherocks

ぐxposed alongtheriversideoftheUppercourseofHorobetsuriverwhich

'Comprisesvariouskindsofrocks, suchasblackslate, hardsandstoneand

舵halstein; theaspectofthoserocksasawholeremindusstronglythe
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onesofso-calledHidakasystem;thelatterofwhichiswidelytraceable

undertheNeogeneTertiarythroughoutSouthwesternHokkaido;theage

isnowbelievedtobePalaeozoic.

IntheJapaneseexplanatorytextwedealtwiththoserocksunderthe

nameofOmagarizawaformationandmentionedthemtobeonlyPreｭ

Tertiaryinage. Besidesofthis, wepresumblydividedtheformation

intotwosub-formations;thelower, Omagarizawaslatemember, whilethe

upperOtogenosawaschalsteinmember.

TheNeogeDeTertiaryrockscoveringunconformablytheOmagarizawa

formationisalsodivisibleintotwoformationsbysljghtuDconformity;

theHorobetsuformationand:Muroranformationinascendingorder, both

ofwhicharedominantinpyroclasticsediments. Thelithologicfaciesof

thoseformationsarequitechangeableeitherhorizontallyorvertically;

nevertheless, thetypicalSuccf'ssionsandtheirthicknessofeachmembermay

l下e summerizedasfollows:(SeeTabe1)

TheHorobetsuformation

The'Vashibetsuraibagreentuffmember: Consistsofgreen tuft',

greentuffbreccia, whichareoccasionallyint(~rcalated lessnumerousbeds

ofshale, sandstoneandconglomerate. 'Vholethickness580m.coveringthis

greentuffmember, weseepropyliteorglassyandesitelavainconsiderable

thickness, tobewidelydeveloped. Onthepropylitelavaitcomestolie

thememberconsistingchieflyin shale, sandstoneandlessnumeroustuff

andbeingabout300m.inthickness, whichiscalledbythewritersunder

thenameofKamaunbetsusandstone, shalemember. Thismemberisalso

coveredbyvolcaniccomplexessuchaspyroxeneandesiteorliparitclavas.

Itmustbenotedthatthegreentuffmemberis, tobesure, intruded

byasmallstockofdiorite, thefactofwhichisclearlyI・ecogueizable near

theKagenosawaminealongthemiddlecourseofHorobctsuriver.

Itshouldbealsomemorablethattheacidicvole 河川 ic rocksaremore

prevalentthanthebasalticorandesiticrocksinthepyloclasticsediments

aswellaslavasintercalated0付asionally 'withtheformerthroughoutthe

E王orobetsu formation;thisfactshowsthemarkedcontrasttothevolcanic

rocksoftheMuroranformation, inthelatterofwhichtheandesiticand
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morebasicrocksareratherpredominateeitherinpyroclasticsedimentsorｭ

lava~. Besidesofthis, therocksoftheHorobetsuformationarcoccasionally

influenced strongly by the hydrothermal effect such as silicification,.

kaolinizationorpyritization, whilesuchaphenomenonisneverrecognized

intherocksofthel¥furoranformation.

Asawhole, theHorobetsufnrmationisquitebarreninfossils, e位xc伺ep戸t

Sα夕αγi臼fes sp. unexpectedly foune 吋d in the shale bed belonging to the-、

Ka則maunbetsu member 町， ho\ 羽、

be Miocene, judgingfromthelithologicmatureandthestratigraphical

positioninth"-.'seqUl:nccoftheNeogeneTertiarydevelopedatthearea

surroundingthisdistrict.

Thel¥1uroranf，υrma60n

Thisformationcomprisestwomembers;thelowerpartiscalledby

thenameof'Vashibetsutuffmember, whichisconsistingmainlyin tuff,
tuff-breccia, andsandstone, about200m.inthickness. Whiletheupper

partisrepresentingbyamember mainly made from alternations of

sandstone, shaleandconglomerateandlessnumerouspyrodasticsediments

aswellasvolcanicrock~ ， whichisnamedasMotowa:nishisandstoneshale

member;wholethicknessmayreachmorethan2.'30m. Althoughitisｷ

wh恥l(凶01砂y lack 王i加ng inthe児e foりos悶叩S討iI eれ、Vずサ古叫H川denc 凹e閃S勾， theageど Oぱf theMu町11汀roran f，白orma 出州t吋ior立k

m:乱tY beI

PIcist灼ocωene仁:

Thepleistocenedepo ョits aswellasthevolcanicrocksformingmuch

dissectedvol ぞanoes ， besidesthemudlavasextendingwidelyinthisdistrict

mayberegardedtobestratigraphicallydivisibleintothemaintwogroups~

Oneofwhichisthelowergroup(ortheoldergroup) , consistingchiefly

inlava, agglomerate, mudlava, pumiceflowandso forth, formingthe

olderruinedvolcanoessuchasl¥{urorall-dakeandKuttara-yamamountain

andsmallamountofpyroclasticsediments.

Inregardtothesequenceofactivitiesofthosevolcanoesandthetypical

developmentoftherocks, broughtfromthosevolcanoesarcenumerated

inthetable1andarcclearlyshowninthegeologicalmap. Itisquite

note 司.v orthy thattheerruptionofmud-lava, whichisllOW kllOwnasthe
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Noboribetsumud-lava, accompaniedbypumiceflowsbothitsupperand

lower side, heldalsointhe early Pleistocenc in age. This was first

recognizedbyus(SaitOandOsanai)atth0occasionwhenwestartedthis

fieldwork.

Theuppergroupiscomposingmainlyofthegravelbeds, 1ieingonthe

surfaccsofelevatedplateausinvariablealtitude.

TheShikotsupumicebedorShikotsumud-lava, whichisdifferent

eitherin lithologic nature or initsstratigraphical position from the

Noboribetsumud-lavastatedabove, isalsobelongingtotheuppergroup

o.fthePleistoceneformationinthisdistrict. Theerruptionofwhichmight

beheldintime, duringtheagewhenthe::-gravelbed1ieingonthesurface

ofthelowestdevatedplateauwasforming.

Tothealuvialdeposits, tllereisnothingtoberemarkedhere, besides

theaccountsstatedinthepartoftopography.

3 Mineralresources

As it has been already well known elsewhere in Southwestern

Hokkaido, themineraldepositssuchasgold, copper, lead , zin内 etc. have

beenchieflyfoundinthepyroclasticsedimentsaswellasvariouskindsof

volcanicrocksinMio 守ene age, similarcaSewasalsoascertainedinthis

district. 'Vefoundsuchmineraldepositsexclusivelyintherocksbelonging

tothe Horobetsuformationallofwhicharerepresentedbyoresofvein

type.

Ofthem, someveinshavebeenalreadywordedduringthel¥'1eiji-Taisyo

(about1905-1920)area(Horobetsumine, Iwagasakipit, Asahipit;goldｭ

copper-Jead-zincvein)andithasbeenregardedtobemined50tonsper

dayatthat time, butthismineisnoWabandoned. TheKagenosawa

mine, situatingnearbytheformerisnowworked, whichyeildsso-<:al1ed

oreSofKurokoandminestheminabout20tonsperday.

Besidesthosemineral deposits, weshouldmentionheresomeplacer

irons, whichshowtohavemagnetiteinhighcontent. Theseplacersare

foundmainlyintheseacoastnear'VashibetsuandHigashi-muroran, as

alreadystated, wherethosed｣>positsareestimatedtobeamountmorethan
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20,000,000 tones, andtheyareminedatpresentabout4,500 tons(Fe55

%)permonth.

MeanwhileWewishalsotocallattentionfortheexistenceofsublimated

sulphurfoundattheexplosioncraternearNoboribetsu-υnsen ， althoughit

maybenotamounttomuch.

Lastly the rocks forming theso-calledNoboribetsumud-lavaare

locallyquarriedfortheuseofbuildingstones, whicharenowsuppliedfor

variousdistrictsinHokkaido. Therocksareverybeautifulinappearance

anddark-pinkishorpurpleincolour, andaresoftenoughtobesuitable

toquarry.

'Asmineralspring, Wealsowishtonotetheexistenceofspringfound

atthetributaryoftheuppercoarseofHorobetsuriver, besidesthewell

knownNoboribetsuonsen(hotspring) , althoughtheformerisnotsowarm

asthelatter, andisonlyasmallquantity.

--84 ー



h
e
t
-
t
t
-
p
i
l
i

/
S
I
p
t
s
f
t

、l

¥
¥

¥
¥
¥

1
k

、



札幌第 61 号賛別温泉図幅説明書

第 1 図版

岡志別附近から室蘭岳方面を望む。

3 段の段丘面が， はっきりとみ正められる。



札幌第 61 号奇別温泉図幅説明書

第 2 図版

標高ラ49 m 山(登別温泉主倶多楽湖の間にある〉から， 南方段丘地形を望む。
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札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 3 図版

紅葉谷附近から室蘭岳火山く右〉とポ y トコ山く左〉を望む。

手前の平坦面は，中位段正面くDU1) で，中位段丘堆積物 (T:!J が堆積し，

あるいはポンアヨロ浮石暗 (Ka ) や登別屑 (No] が削剥面としてあらわれ

ている。
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札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 4 図版

富浦附近の台地から，札内方向を望む凸

手前の平坦面は低位段丘面 CDu2 ) で，低位段丘堆積物 (T3 J がのうて u 、る。 rlr央手前の山が，ボントコ山

で標高 222m であるが，その頂部は DUl 面をあらわして v 、るような気がする。





札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 5 図版

富浦附近の台地くDU:J)から倶多楽火山主望む。

Du~ 面H ・H・低位段丘面 DUl 面H ・ M・中位段丘面 それぞれ段丘礎層乞のせて u 、る。
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札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 6 図版

鷲別岬の遠望

本輸西砂岩・頁岩互層[.M2 J の上に，不整合に鷲別砂礎層 [WsJ

および室蘭岳集塊岩層 (Mvd がのっている。



札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 7 図版

汚別 iii可l 西 r:j端笥蘭屑く本紙j西砂岩 o 頁岩 l工JIi?I .:\1:) の下部〕の蕗出己

凝灰角{~長打。J;FU'ittI c イピ);岩。凝灰岩な F からなうて ν る。



札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 8 図版

乗馬川左股沢上流の束馬山熔岩 [HI] の露出。され L 、な板状節理が

発達して u 、る口



札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 9 図版

来馬川中流部右岸のランポーゲ‘浮石層 [KtJの下部の露出。浮石質集塊

岩，浮石・火山灰砂な正、、かむなしかなりはづきりした屑理がみられ，

偽層が発達している。



札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 10 図版

登別駅前採石場のラシボーゲ浮石屑 lKtJの露 luoe登別泥熔岩 (K2 J の

すぐ下位の部分〉偽居して ν るのがよ〈みられるロ
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札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 11 図版

登別泥熔岩 (K:}] とポンアヨロ浮石層 (K3 J (ポンアヨロ海岸〉

手伝i露出の平坦面は，低位段丘面 (Du:}) である。



札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 12 図版

蔭之沢鉱山〔幌別海岸から約 7km 幌別川にそって北上する〕附近の p

登別泥熔岩 (K3 J の露出口 I[J 一頂部は中位段丘酉(DU1) てBある。



札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 13 図版

倶多楽東外壁の虎杖1fc 火山岩居地積物_(K.tJの露出





札幌第 61 号萱別温泉図幅説明書

第 14 図版

大湯沼附近(登別温泉から倶多楽湖に通ずる道路〕の道路切取り遠望。

登別層 (No] がポンアヨロ浮石層 (K3 J を不整合におお勺て ν 、るむ右下

方の突出した岩石は，主主別泥熔岩 (K::!J て、ある。



札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 15 図版

第 1 i罰 金別泥熔岩 [K2J rjJ の断層(同志別北方の道路切取り〉

第 2 図 ポンアヨロ浮石屑 [Kg) 正登別層 [No) (大湯沼東側道路切取り〉

ポシアヨロ浮石層を登別層が不整合におおヮてし、る。



札幌第 61 号致別温泉図幅説明書

第 16 図版

ボンアヨロ浮石層 [K3 J 主登別層 [No] (大湯沼東側道路切取り〉

ポシアヨロ浮石屑を登別居が不整合におおヮて ν 、る。



札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 17 図版

登別層中の砂岩眠(大湯沼東側道路切取り〉
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札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 18 図版

虎杖浜火山岩屑Jj仁積物(K.d 0 登別層 (NoJ

および支坊浮石層 (8pJ く虎杖浜駅前附近〕

主主別層は，上部は，風化作用をうけた形跡があって，粗撃になり，割れ

ている口支坊浮石層は，登別層は.かりでなく虎杖浜火山岩屑堆積物をも

おおって堆積しており，大きな間隙のあったこ左が物語られて u、る。平

坦面は，低位段丘面(DU2) で，段丘堆積物はなくて，支坊浮石層が段

丘面できられている。



ー



札幌第 61 号珍日Ij温泉岡幅説明書

第 19 図版

登別屑 (No] 正支坊浮石層 (SpJ くアヨロ附近道路切割〉

主主別層を支坊浮石層が不整合におおい，支坊浮石屑中にはかなり大きな

破砕帯がみられる D



札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 20 図版

登別層 (NoJ と支坊浮石層 (SpJ (アヨロ附近の道路切割〉

主主別層を支坊浮石層が不整合におおっている。平坦面は低位段丘面(DU2J

で，段丘准積物はのっておらず，支坊浮石層がけず、られて ν る。



札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 21 図版

鷲別海岸の砂鉄採掘の・風景く蘭東鉱山〕



札幌第 61 号致別温泉図幅説明書

第 22 図版

鷲別海岸の砂鉄採桐の a風景(松田鉱業宮岸鉱山〉



札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 23 図版

鷲別海岸の砂鉄採掘の 4風景(松田鉱業富岸鉱山〉
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札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 24 図版

登別駅前採石場風景

切取られているのが登別泥熔岩 (K2 .! で，その上部にのって ν 、る擦のよ

うなのがポシアヨロ浮石層 (Ka ] である D



札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 25 図版

採石場の・風景

登別駅前(登別泥熔岩 CK:!J を採石 L て ν 、る〉口遠景の平坦面は

低位段丘面 (Du:!) である。



札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 26 図版

登別温泉地獄谷



札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 27 図版

日和山附近から大湯沼を望む。

湯沼では，舟乞浮べて硫黄主採取して u 、る。
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札幌第 61 号登別溢泉図幅説明書

第 30 図版

第 l 図 登別泥;溶岩(駅前採石場〕

x88

l~l 斜長石 Hy 紫蘇輝石 gr 破璃

第 2 図登別泥熔岩く 549 III 山クリア〉

x88

PI 斜長石 fly 紫蘇輝石 gr 披璃



札幌第 61 号登別温泉図幅説明書

第 31 図版

第 l 図室蘭岳泥熔岩

x88

PI 斜長石 gr 波璃

第 2図橘池熔岩
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PI 斜長石 Hy 紫蘇輝石 gr 鼓璃
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